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令和元年度 公益財団法人かごしま教育文化振興財団 事業報告書

Ⅰ 概 要

当財団は、かごしま近代文学館、かごしまメルヘン館、鹿児島市立科学館、鹿児島市立ふ

るさと考古歴史館、鹿児島市民文化ホール及び谷山サザンホールの指定管理者として、より

効果的、効率的な管理運営を行うとともに、これまでの実績や経験を生かしながら文学、科

学及び芸術文化等に関する多様な企画・事業を展開し、鹿児島市の教育、芸術文化及び生涯

学習の振興に努めました。

また、かごしま近代文学館において生誕９０年を迎える常設展示作家・向田邦子に関する

企画展を行うなど、学術及び芸術文化の普及に努めました。

さらに、新型コロナウィルス感染拡大防止にも取り組み、２月から３月にかけてイベント

の自粛や消毒液の設置など、利用者の安全の確保に努めました。

そして、より親しめる館づくりのために、アンケート等を実施し広く利用者の要望・意見

を伺いながら市民サービスの向上に努めたほか、学校や旅行代理店等への訪問やチラシ等の

配付、報道機関への情報提供など広報宣伝に努めました。

Ⅱ 事業活動の状況

１ かごしま近代文学館

常設展示の充実や、企画展、各種講座、イベント等を積極的に行い、鹿児島にゆかりの

ある作家やその文学作品・資料展示を通して、文学の普及振興に努めました。

特別企画展は「生誕９０年記念 くにこのぐるり～向田邦子を作ったもの～」を、また、

生誕１００年を迎えた島尾ミホの企画展「 島尾ミホ展」等を開催し、顕彰作家

や鹿児島にゆかりのある作家の魅力について、市内外に情報発信しました。なお、２月末

から３月の期末期の館主催の講座やイベントは、新型コロナウィルス感染拡大防止のため、

開催を見送りました。

教育文化施設の管理及び運営に関する事業

① 施設の維持管理

館の敷地（駐車場を含む。）、建築物・展示物等の施設及び付属設備・備品の維持管理

を適切に行いました。

② 常設展示

常設展示室各コーナーの展示資料を入れ替え、再来館者にも新たな視点で文学への興味

関心を深めていただけるように努めました。
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ア 鹿児島ゆかりの作家たち（導入展示）

節目の年を迎えた顕彰作家を中心に、文学館の導入展示コーナーで紹介しました。

期間 テーマ 展示資料

～ 没後 年 平林彪吾

葉書 貴司山治あて（複製）

雑誌「文藝」昭和 年 月号「鶏飼ひのコ

ムミュニスト」

雑誌「文藝」昭和 年 月号（「枇杷の実」）

～ 生誕 年 古木鐵太郎

雑誌「心」昭和 年 月号 第 巻第 号

「昔の人」掲載

図書『文芸随想』

遺品 寄書集「仲秋帖」

～ 生誕 年 八田知紀

短冊「いくぞたびかき濁しても澄かへる水

や皇圃のすがたなるらむ」

短冊「吹かせも霞となりてかも かはのやな

きのえたに かゝりけるかな」

図書『八田知紀歌集』

～ 作家と読書

島尾敏雄 原稿「青春的読書体験」

黒田三郎 ノート

妻木新平 原稿「趣味としての読書」

～ 作家の正月

山口誓子 短冊「正月の服着崩れし紋の位

置」

雑誌「銀座百点」昭和 年 月号 第 号

向田邦子「リマのお正月」（改題「兎と亀」）

妻木新平 色紙「正月の辞世」

～ 生誕 年 黒田清綱

短冊「香川景樹 あさもよし紀ノ川水の浅か

らぬそこのこころは君ぞくみた流」

短冊「行路花いく度か駒のあしおととどむ

らむ花咲くころの志賀の山越」

図書『瀧園歌集』 初編

イ ゆかりの作家たちの情熱（５人の作家）

１０月、３月に５人の作家について、パネルと資料の一部の入替えを行いました。

時期 作家 展示資料 新規展示数

月

島 尾 敏 雄

書簡「島尾敏雄 遺書」、書簡「島尾敏雄 大

平ミホ宛て書簡」、書簡「大平ミホ 島尾敏雄宛

て書簡」

点

月

図書『出発は遂に訪れず』、図書『出孤島記』、

写真「島尾敏雄 海軍少尉」、原稿「加計呂麻

島呑之浦」 複製 等

点

海 音 寺 潮 五 郎

新聞切抜帖「火を噴く山」、図書『西郷と大久

保』『新太閤記』、遺品「那須増築計画設計図」

等

点

林 芙 美 子
書簡「林芙美子 網野菊宛て封書」（複製）、図

書『浮雲』『めし』、遺品「愛用の器」等
点

椋 鳩 十

セル画 アニメ「マヤの一生」、原稿「薩摩工人

伝 郷土玩具製作者 宮路武二」、取材ノート、図

書『山の民とイノシシ』『ネズミ島物語』等

点
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梅 崎 春 生

遺品 楽焼「蓼科大王酔飲之図」、雑誌「小説

新潮」昭和 年 月号、雑誌「銀座百点」

昭和 年 月号、雑誌「中央公論」昭和

年 月号等

点

ウ 向田邦子の世界

１１月の特別企画展に合わせて「向田邦子の世界」コーナーの資料及びパネルの入

替えを行いました。

展示資料 展示数

原稿「楠」、遺品 トランク、遺品 「う」の抽斗、遺品 レコードプレーヤ

ー等
点

エ 鹿児島文学の群像（２２人の作家）

５月、１０月、 月に常設展示の２２人の作家の資料の入替えを行いました。

時期 展示資料 展示数

５月

八田知紀 歌幅「よしの山かすみの奥はしらねども見ゆるかぎ

りは桜成りけり 知紀」、税所敦子 色紙「硯 大きみのおほみ

すずりとなる見ればたまにまされる石もありけり 敦子」、黒田

清綱 書幅「伴呼ぶと小雨そぼふる夕くれにやまぶきちりてか

はつ鳴也、高崎正風 歌幅「うきぐものさはればさはるままに

しておほそらたかくすめるつきかな 月の影よみけるうた 正

風」、有島武郎 筆跡 落書き、有島生馬 水墨画「マントン

（山の手）」、里見弴 色紙「眼高手低 横行自在」、杉田久女

書幅｢甕たのし葡萄の美酒がわきすめる」、山口誓子 句幅「一

湾の潮しづもるきりぎり須」、篠原鳳作 賞状 東京帝国大学政

治学科卒業証書、藤後左右 書「夏山と溶岩の色とはわかれけ

り」、福永耕二 句幅「落葉松を駆けのぼる火の蔦紅葉」、吉井

勇 歌幅「寂しければ御在所山の山桜咲く日もいとど待たれぬ

るかな」、萬造寺齊 短冊「君のなほ見送るまでは急ぎつつ君

の消ゆれば立って泣きつつ」、森園天涙 書幅「はらなかをう

まくすすめばふくとなけれ天皇旗たかくかぜにはためく」 等

点

うち新規

点

月

八田知紀 図書『白雲日記』上下、税所敦子 図書『御垣の下

草』上下、黒田清綱 図書『庭たつみ』、高崎正風 短冊「卯花

如雪 あかずしてとどむるつゑは紅花のゆきになづむとひと

やみるらむ 正風」、吉井勇 短冊「そのむかし薩摩へくたる

初旅の船のさまなとふとおもひ出す」、萬造寺齊 歌稿〔春さ

むや咀ひのこえか風の音君によるべき手に蝶被いぬ他〕、森園

天涙 図書『白晝の山』、有島武郎 図書『一房の葡萄』、里

見弴 図書『妻を買ふ経験』、有島生馬 書画、昇曙夢 葉書

小杉天外宛て（複製）、古木鐵太郎 封書 久米正雄宛て、山

本實彦 封書 林芙美子宛て、平林彪吾 図書『鶏飼ひのコム

ミュニスト』、妻木新平 図書『妻の従軍』、一色次郎 図書『青

幻記』、杉田久女 色紙「花衣ぬぐや纏るひも色々」（複製）、

山口誓子 草稿「二條城」、篠原鳳作 原稿複製「首里城８５

句」（複製）、藤後左右 色紙「馬酔木咲いた白い着物を着てる

やうだ」、福永耕二 短冊「詩集のみ買いて麗らや文科生」、黒

田三郎 図書『ひとりの女に』 等

点

うち新規 点
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月

有島武郎 原稿「かんかん虫」、有島生馬 複製原稿「武郎滞

欧画帳の刊行にあたって」（複製）、里見弴 図書『善心悪心』、

山本實彦 図書『現代日本文学全集』、八田知紀 書画幅「ふ

しのねのとやまにさけるさくら花ひとむらちりし雪かとそみ

る 知紀」、税所敦子 色紙「都春曙 咲つづくみやこ大路の花

かげもまだしづかなりはるの明ぼの あつ子」、黒田清綱 歌幅

「世とともにひらくるみれば敷島のみちのおくこそはてなか

りけれ 寄道祝 従三位源清綱」、高崎正風 短冊「車中蛍 つ

なつけてひくやくるまのはやけれはあとへとのみもとふほた

るかな 正風」、吉井勇 扇面幅「君がため瀟相湖南の少女ら

はわれと遊ばずなりにけるかな」、萬造寺齊 色紙「新妻とな

りて来にけり紀の國の青葉若葉に風かをるころ」、森園天涙

書幅「神杉の高きこずえよ影ゆれて深く射したる日の光なり」、

杉田久女 句幅「南国 朱欒咲く五月はたのし日の光」、藤後

左右 短冊「噴火口近くて霧が霧雨が」、福永耕二 色紙「風

と競ふ帰郷のこころ青稲田」、黒田三郎 図書『小さなユリと』、

昇曙夢 図書『革命後のロシア文学』、古木鐵太郎 封書 久

米正雄宛て、平林彪吾 図書『月のある庭』、妻木新平 遺品

「福永チカ従軍記章」、一色次郎 図書『太陽と鎖』、山口誓子

図書『黄旗』、篠原鳳作 遺品 画帳 等

点

うち新規 点

オ 本のひろば（学芸員のおすすめ本等）

芥川賞・直木賞の受賞作など、最新の出版物の紹介や展示作家の関連本の展示など

を行いました。

時期 テーマ 展示資料

月 改造社特集
幸田露伴『幽秘記』

芥川龍之介『薮の中・将軍』等

月

第 回 芥川賞・直木賞 受賞作品

今村夏子『むらさきのスカートの

女』

大島真寿美『妹背山婦女庭訓魂結』

博物館実習生によるテーマ展示

テーマ 林芙美子と旅～旅に彩ら

れた生涯～

林芙美子『巴里の恋』『浮雲』等

月 第 回 芥川賞・直木賞 受賞作品
古川真人『背高泡立草』

川越宗一『熱源』

カ 本のひろば（ランキングコーナー）

様々な分野で活躍する方に、リレー方式で、独自のランキングを作っていただき、

その本をコメント入りで紹介し、展示しました。

期間 テーマ 紹介者

月～ 月 祈りの美しさ
大重兼一（エッセイ講座講

師）

月～ 月 生命感に溢れる
桐原和己（エッセイ講座受

講生）

月～ 月 書を捨て映画を見よう 岡元宏史郎（会社員）

月～ 月 やっぱりこんな日は珈琲小説でしょう。
落合祐二（曽於市立図書館

館長）
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キ 本のひろば（今月の一冊）

かごしま近代文学館スタッフによる、お勧めの本を毎月 冊紹介しました。

時期 展示資料

月～ 月

（毎月 冊）

中野京子『怖い絵』、乃南アサ『シャボン玉』、原田マハ

『常設展示室 』、ロアルド・ダール

『王女マメ―リア』、中村稔『回想の伊達得夫』等

③ ホール（文学ホール、メルヘンホール）使用の許可等の業務

ホールの各施設、備品等の使用に係る受付・許可及び使用料の収納事務を行いました。

また、ホールの空き状況を館のホームページで公開しました。

区分 開館日数
貸ホール日数 当館使用日数 総使用日数

稼働率 稼働率 稼働率

文学ホール 日
日 日 日

メルヘンホール 日
日 日 日

※文学ホール 人収容 メルヘンホール 人収容

学術及び芸術文化に関する企画を提供する事業

① 鹿児島市制１３０周年記念 かごしま近代文学館 特別企画展

生誕９０年記念「くにこのぐるり～向田邦子を作ったもの～」

常設展示作家・向田邦子の生誕 年を記念してエッセイ、小説、ドラマ、向田の業績

を称え創設された向田邦子賞の受賞作品等を紹介しました。

展示資料 期間 入場者数

図書『父の詫び状』、「冬の玄関」原稿、「記念写真」原

稿、「わが人生の『薩摩揚』」原稿、テレビ「あ・う

ん」台本、テレビ「ダイヤル 番～声～」台本、ラ

ジオ「森繁の『奥様お手はそのまま』」台本、村上豊

画「縦の会」表紙絵、向田邦子似顔絵、「能州の景」

原稿、遺品 ものさし等 点

～

日間
人

《関連事業》

ア 講演会 現代作家が語るシリーズ

現代作家が語るシリーズを、「くにこのぐるり」展のプレイベント講演会として開催

しました。

講師 内容 会場 開催日 参加者数

角田光代（作家）

絵本「字のない葉書」

を中心に、向田作品の

魅力や自身の創作スタ

イル・作品について講

演

文学ホール 人
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イ 向田ドラマを音楽とともに楽しむ

講師 内容 会場 開催日 参加者数

坂口修一郎（ミュージ

シャン、プロデューサ

ー）

テレビ「阿修羅のごと

く」や「家族熱」、

「あ・うん」などの音

楽を解説と共に楽しむ

メルヘンホール 人

ウ 対談 ダールと向田邦子

講師 内容 会場 開催日 参加者数

小林潤司（鹿児島国

際大学教授）

廣尾理世子（鹿児島

純心女子高等学校教

諭）

向田が憧れたロアル

ド・ダールの作品

と、向田作品との共

通点やそれぞれの魅

カについての対談

メルヘンホール 人

② 企画展

鹿児島市制１３０周年記念 生誕１００年記念企画展「 島尾ミホ展」

島尾ミホの生涯とともに、島尾敏雄や自身の作品世界をとおして、彼女が各方面へ及

ぼした影響（ を検証しました。

展示資料 開催期間 入館者数

日出高等女学校 年生のときの短歌、島尾敏雄とミホが

戦時中に交わした往復書簡、遺書（昭和 年 月

日）、『海嘯』構想メモ、「死の棘の妻の場合」草稿 等

点

～

日間
人

《関連事業》

梯久美子×中島京子「ミホ！ミホ！ミホ！めくるめく島尾ミホの世界」

講師・出演者 内容 会場 開催日 参加者数

梯久美子（作家）

中島京子（作家）

島尾ミホの評伝『狂う

ひと』の著者と、直木

賞作家が、島尾ミホの

魅力について語る

文学ホール 人

③ 収蔵資料の充実

ア 文学資料の収集・保存

常設展示作家の資料、鹿児島ゆかりの文学作品、文芸雑誌等の収集を行いました。

なお、文学資料等の収集については、かごしま近代文学館・かごしまメルヘン館資

料収集検討委員会に諮り、結果を鹿児島市に報告し、購入・寄贈の手続をとりました。

また、資料については、博物・文学等の専門知識を有した学芸員・司書により、体

系的に整理し、収蔵庫に保存しました。
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（主な収集資料）

受入区分 作家名 資料名

購入 梅 崎 春 生 草稿「誕生日雑記」

購入 向 田 邦 子 台本「 ・ は恋のイニシアル」等

寄贈 島 尾 敏 雄 完成原稿「東欧への旅２ ワルシャワにて」等

寄贈 有 島 生 馬 色紙 張子容五言古詩「林花発峯口」等

寄贈 ミヒャエル・エンデ 『ミヒャエル・エンデ』全集 全 巻

寄贈 福 永 耕 二 色紙「栗や柿けふ團欒のことば富む」等

寄贈 山 口 誓 子
山口誓子刻・藤原啓作 備前焼大皿「蛍獲て少年の

指みどりなり」

寄贈 海 音 寺 潮 五 郎 柳直一宛て書簡 通

イ 収集文学資料の整理

収集した文学資料の装備、データ入力を行いました。

④ 海音寺潮五郎を顕彰する事業 【財団自主事業】

ア 文学資料の整理

財 海音寺潮五郎記念館から寄贈を受けた原稿資料の目録を作成しました。

イ 著作権の管理

財 海音寺潮五郎記念館から寄付を受けた著作権の管理を行いました。

ウ 書籍復刻

海音寺潮五郎が昭和 年に南日本新聞等の地方紙で連載していた長編小説「火を噴

く山」を書籍化し、昨年度の上巻に続き『火を噴く山―西郷隆盛』下巻として刊行し

ました。

学術及び芸術文化の普及及び支援に関する事業

① 講座・教室

ア 木曜文学講座「近代文学の自筆と作品」

芥川龍之介、島尾敏雄などの作家の自筆資料から創作の舞台裏を解説しました。

講師 会場 開催日 実績

多田蔵人（鹿児島大学准教授） メルヘンホール

月～ 月

隔週木曜日

（ 回）

定員 人

応募 人

延べ受講者数 人

イ 小説鑑賞講座「森鴎外『雁』・川端康成『雪国』を読む」

森鴎外『雁』、川端康成『雪国』をテキストに、作品を読み解きました。

講師 会場 開催日 実績

石田忠彦（かごしま近代

文学館アドバイザー）

メルヘンホール

又は

文学ホール

月～ 月

各第４木曜日

（ 回）

定員 人

応募 人

延べ受講者数 人

月～ 月

各第４金曜日

（ 回）

定員 人

応募 人

延べ受講者数 人
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ウ 小説方法講座「小説はどのように書かれたか」

近代以降の小説の文章についてテキストを基に学びました。

講師 会場 開催日 実績

石田忠彦（かごしま近代

文学館アドバイザー）

メルヘンホール

又は

文学ホール

月～ 月

各第 土曜日

（ 回）

定員 人

応募 人

延べ受講者数 人

エ 短歌入門講座「斎藤茂吉を読む（「赤光」から）」

近代に残る歌人の優作を読み、短歌の作り方や鑑賞の仕方について学びました。

講師 会場 開催日 実績

川涯利雄（現代歌人協会会員） メルヘンホール

月～ 月
各第 土曜日

（ 回）

定員 人

応募 人

延べ受講者数 人

オ 文学入門講座「《解読＝快読 夏目漱石》処女作『吾輩は猫である』を精読する」

夏目漱石の『吾輩は猫である』をテキストに、作品を読み解きました。

講師 会場 開催日 実績

村瀬士朗（鹿児島国際大学

教授）
メルヘンホール

月～ 月
各第 日曜日

（ 回）

定員 人

応募 人

延べ受講者数 人

カ 日曜文学講座「小説家 さだまさし を読む」

さだまさしの小説を朗読と解説を通して鑑賞しました。

講師 会場 開催日 実績

廣尾理世子（鹿児島純心女子

高等学校教諭）
メルヘンホール

月～ 月

各第 日曜日

（ 回）

定員 人

応募 人

延べ受講者数 人

キ 俳句ことはじめ

初心者を対象にした俳句づくりについて学びました。

講師 会場 開催日 実績

丸山眞（俳人、俳句雑誌「火の

島」編集・発行人）
メルヘンホール

月～ 月

各第 土曜日

（ 回）

定員 人

応募 人

延べ受講者数 人

ク はじめての朗読講座

朗読初心者を対象に、イントネーション、息づかい、間の取り方など、朗読の基本

を学びました。

講師 会場 開催日 実績

浜本 麗歌（朗読家、日本朗読

協会認定講師）
メルヘンホール

月～ 月
各第 日曜日

（ 回）

定員 人

応募 人

延べ受講者数 人
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ケ 文学講座「北薩の作家たち」

講師 会場 開催日 実績

石田忠彦（かごしま近代

文学館アドバイザー）
メルヘンホール

新型コロナウイルス

感染拡大防止のため

中止

② イベント等

ア ゴールデンウィークイベント ～

ｱ ブックマルシェ

自宅にある古本を持ち寄って販売する本のフリーマーケット、ブックマルシェ

を開催しました。

出店数 会場 開催日 参加者数

店
エントランスホールと

からくり時計前広場

～

（ 日間）
人

ｲ リサイクルブックエイド～本で寄付するプロジェクト～

不要になった古本を集め、アジアにおける図書館運営や図書館員の育成、絵本出版

などに役立てる活動を支援しました。

収集冊数 寄付額 開催日 参加者数

冊 円 ～ 人

ｳ テーマでつながる読書会「次の世代に残したい平成の 冊」

平成に刊行された本の中から、お勧めの１冊を持ち寄り、紹介し合いました。

紹介本 会場 開催日 参加者数

池田晶子『 歳からの哲学』、大江

健三郎『救い主が殴られるまで』、

須賀敦子『霧の向こうに住みた

い』、渡辺和子『置かれた場所で咲

きなさい』、久保田里花『椋鳩十 生

きるすばらしさを動物物語に』、

ローリング『ハリー・ポッター』シ

リーズ、いとうせいこう『想像ラジ

オ』

ライブラリー 人

イ 本フェス！かごしま ～ 、 ～

シルバーウィークのイベントとして、本にまつわる様々な企画を実施しました。

ｱ ブックマルシェ

本フェス期間中に本のフリーマーケットを開催しました。

出店数 会場 開催日 参加者数

店
エントランスホールと

からくり時計前広場

、

（ 日間）
人
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ｲ 革小物ワークショップ「革のブックカバーとブックマーク」

自分だけのブックカバーや栞を作り、本への興味・関心を高めてもらいました。

講師 会場 開催日 参加者数

飯伏正一郎 ＲＨＹＴＨＭＯＳ） ライブラリー 人

ｳ リサイクルブックエイド

不要になった古本を集め、アジアにおける図書館運営や図書館員の育成、絵本出版

などに役立てる活動を支援しました。

収集冊数 寄付額 開催日 参加者数

冊 円 ～ 人

ｴ 文学カフェ 潮音館

本フェス期間中に館内のレストランと共同で、作家や絵本にちなんだメニュー

を提供しました。

ウ 文学館ライブ

作家や文学作品に影響を受けたパフォーマンスを常設展示室内で行いました。

内容 出演 開催日 参加者数

クラリネットで描く文学の世

界

アンサンブルポケット（ク

ラリネットアンサンブル）
人

ゴスペルで文学しよう！ ＭＯＺＥＳ
モ ゼ ー ス

（ゴスペルユニ

ット）
人

喜界町出身の唄者・永志保によ

る島唄の演奏

永 志保（唄者）

泉 茂光（太鼓）
人

朗読会 梅崎春生「カロ」ほか 浜本 麗歌（朗読家） 人

エ 学芸員によるギャラリートーク（メルヘン館と共通）

常設展示や開催中の展覧会の見どころを学芸員がわかりやすく解説しました。

内容 開催日 参加者数

常設展示「海音寺潮五郎」について 人

特別企画展「かこさとしの世界」解説 人

特別企画展「くにこのぐるり」解説 人

特別企画展「くにこのぐるり」解説 人

企画展「島尾ミホ展」解説＆朗読 人

オ 書店員によるブックトーク

講師 会場 開催日 実績

藤枝大（「書肆侃侃房」編集者、

福岡「本のあるところ 」）
ライブラリー

新型コロナウイルス

感染拡大防止のため

中止
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カ 猫溺愛・犬溺愛の読書会

猫溺愛、犬溺愛の方々が、猫と犬の本について紹介する会を開催しました。

会場 開催日 参加者数

ライブラリー 人

③ 文化芸術振興事業の実施〔受託事業〕

児童文学創作講座

創作に携わる作家や編集者による児童文学概論や創作の方法、受講生の作品の添削指

導等を通して児童文学の書き手を育てる講座を、鹿児島市の委託を受けて実施しました。

講師 会場 開催日 参加者数

村中李衣（児童文学作家、ノートル

ダム清心女子大学教授）
メルヘンホール 人

村中李衣

安東みきえ（児童文学作家、第 回

椋鳩十児童文学賞受賞者

文学ホール 人

村中李衣

丹治京子（新日本出版社 児童書編

集長）

メルヘンホール 人

➃ 教育機関等との連携・共催事業

博物館実習、職場体験学習等の受入れや大学との共催事業の開催など、教育機関等と

の連携を図りました。

ア 実習の受け入れ等

内容 校数 人数

中高生職場体験学習 校 人

フレッシュ研修（県教委） 校 人

パワーアップ研修（県教委） 校 人

中堅職員研修（県教委） 校 人

市インターシップ実習生研修受入れ 校 人

博物館実習生受入れ 校 人

志學館大学・鹿児島県民大学連携講座 校 人

鹿児島大学新人文社会系教育プログラム 人

有徳塾 人
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イ 鹿児島国際大学との共催事業

明治、大正、昭和、平成を代表する作家や作品の紹介と、時代と文学について解説

していただきました。

出演 会場 開催日 参加者数

日本近代文学ゼミナール学生

村瀬士朗（鹿児島国際大学教授）

小林潤司（鹿児島国際大学教授）

メルヘンホール 人

⑤ アウトリーチ

企業団体等からの依頼を受け講演を実施しました。

行事名 開催日 参加者数

こどもガーデンズⅦ 「学芸員のお仕事」（マルヤガーデ

ンズ）
人

黎明会（島尾ミホについて） 人

⑥ ボランティアの活用（両館共通）

館の運営や事業、広報活動のサポートをしていただくボランティア「きんめるサポー

ター」を募集し、様々な活動を行っていただきました。

内容 実施（回） 参加者数

きんめるサポーター説明会 人

配架整理・書籍カバー装備など 回 延べ 人

令和元年度ボランティア登録者数 １９人

⑦ アンケートの実施（両館共通）

常設展示や特別企画展、講座・イベント等の開催時に、アンケートを実施しました。

これに基づき、利用者の傾向・要望・意見等を分析、検討し、実施可能な要望・意見に

対しては迅速に対応を図りました。

⑧ 広報活動（両館共通）

行事や催し物について、「館だより」を毎月発行し、市内の保育園・幼稚園・小学校に

配布しました。また、外国人向けのリーフレット（英語・中国語・韓国語）やポケット

サイズの年間カレンダーを制作し、市内外の観光施設や文化施設へ配付しました。

特別企画展や企画展、講座・イベントなどの開催については、市民のひろば・市政広

報番組への広報協力要請はもとより、新聞社、放送局、地元情報誌等への情報提供を通

じての広報活動に努めました。

最新の情報はホームページに掲載するほか、即応性が高いフェイスブック、ツイッタ

ー、インスタグラム等のソーシャルメディアを活用し、周知を図りました。
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利用者サービス事業（両館共通）

引き続き公衆電話を設置したほか、ミュージアムショップで特別企画展関連書籍や地

元出版社の書籍及び館製作のオリジナルグッズ等の販売を行い、来館者へのサービス向

上に努めました。
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２ かごしまメルヘン館

魅力的で親しみやすい館づくりを目指し、常設展示やエントランスホール等の季節展示の

ほか、企画展や各種イベントの充実に努めました。

また、特別企画展「かこさとしの世界」展の開催に合わせて、イベント等を企画し、夏休

み期間中の来館者増に努めました。

教育文化施設の管理及び運営に関する事業

① 施設の維持管理

館の敷地（駐車場を含む。）、建築物・展示物等の施設及び付属設備・備品の維持管理

を適切に行いました。

② 常設展示

資料の入替えを定期的に行いました。

ア 人形展示コーナー（地下１階）

展示期間 展示内容

～ 和、和、和～日本の人形たち～

～
ぶっぶー！がたんごとん！ぴーぽーぴーぽー！

のりもの大集合

～
特別企画展「かこさとしの世界」連動企画

だるまちゃんとめぐる郷土玩具

～ 絵本と人形でめぐる１ねん１２つき

～ ひな祭り～ガールズ・パーティ～

イ 絵本の小部屋（絵本のお城３階）

展示期間 展示内容

～ ぽかぽかあたたか 春の絵本

～ あめあめふれふれ 夏のはじまりの絵本

～ ふしぎが楽しい！科学絵本

～ 実りの秋

～ メリークリスマス！おはなしのプレゼント

～ あけましておめでとう！～今年は子年～

～ はるになったら

ウ メルヘンアトリエ（おはなしの散歩道壁面）

展示期間 展示内容

～ こいのぼり

～ 雨

～ メルくんルンちゃんの「べーかりーめるへん」作品掲示

～ ハロウィン
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～ クリスマス

～ お正月

～ ひな祭り

エ おはなしのまち（１階）

「おはなしのお家」（お菓子のお家、森のお家、お城）や変身グッズ等を定期的に入

替えを行いました。

オ エントランスホール

期間 展示内容

～ 折り紙ワークショップ「伝承兜を作ろう！」

～ メルくんルンちゃんぬり絵

～ メルくんルンちゃんの「べーかりーめるへん」パンを描こう

～ メルくんルンちゃんのハロウィンパーティ

～ クリスマスツリーの展示

～ 折り紙の十二支の展示

～ 折り紙の雛人形の展示

学術及び芸術文化に関する企画を提供する事業

① 鹿児島市制１３０周年記念 特別企画展「かこさとしの世界～『だるまちゃん』

『からすのパンやさん』から科学絵本、遊びの本まで～」

平成 年に亡くなった、日本を代表する絵本作家・かこさとしの業績を、代表作の

複製原画の展示等をとおして紹介しました。

《関連事業》

行事名 講師 開催日 参加者数

講演会「父・かこさと

しの創作の原点」

鈴木万里（加古総合研究

所）
人

鈴木のりたけトーク＆

ワークショップ
鈴木のりたけ（絵本作家） 人

新井気象予報士の

「おもしろ☀お天気シ

ョー」

新井雅則（ＫＴＳ鹿児島

テレビ気象予報士、防災

士）

人

ワークショップ「張り子

でだるまちゃんを作ろ

う！」

グリーンファーム農業体

験指導員
人

展示資料 開催期間 入場者数

『だるまちゃんとてんぐちゃん』『からすのパンやさん』

『どろぼうがっこう』『宇宙』『ひをふくやまマグマのば

くはつ』『ならの大仏さま』『こどもの行事 しぜんと生活』

複製原画、下絵、『からすのパンやさん』オブジェ等

点

～

日間

人
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② 収蔵資料の充実

人形資料等の収集・保存

博物・文学等の専門知識を有した学芸員・司書により、体系的に整理し、収蔵庫に保

存しました。

学術及び芸術文化の普及及び支援に関する事業

① 講座・教室

講座・教室名 講師 開催日 参加者数

読み聞かせボランティ

ア養成講座

朝田栄子 絵本専門士、枕崎市

立図書館館長

、 、

、
人

わらべうた教室
三島理恵（松田ピアノ友社

講師）

毎月

第２金曜日
人

メルヘンワークショッ

プ 折り紙
折遊かごしま

奇数月の

第 土曜日
人

② イベント等

ア おはなし会・読み聞かせ

行事名 開催日 参加者数

えほんのじかん（幼児・小学生向け） 土曜日 回 人

おはなしのじかん（乳幼児向け） 月曜日 回 人

メルヘンおはなし会 第２土曜日 回 人

スペシャルおはなし会（祝日）
、 、 、 、

、
人

ストーリーテリングによる季節の

おはなし会
、 、 人

イ ゴールデンウィークインベント

ゴールデンウィークに親子で楽しめるイベントを実施しました。

行事名 開催日 参加者数

からくり人形実演会 人

メルくん、ルンちゃんと写真を撮ろう 人

おはなし会 人

ワークショップ「しんぶんしで＂かぶと＂を作ってかぶ

ろう」
人

ふるさと考古歴史館がやってきた

（ふるさと考古歴史館との共同事業）
人

ウ 本フェス！かごしま ～

行事名 講師 開催日 参加者数

ワークショップ

「親子でライブペインティング」
江夏
こ う か

潤一

（イラストレーター）
人



－ 17 －

エ 定例行事

行事名 開催日 参加者数

メルヘンクリスマス会 親子で楽しむクリスマスコンサート 人

お正月イベント メルくん、ルンちゃんと写真を撮ろう

、

人

お正月イベント

かんたんワークショップ「ブンブンごま」をつくろう！
人

春のふれあいコンサート＆メルヘンおはなし会

（谷山サザンホール・ふるさと考古歴史館との共同事業）

新型コロ

ナウイル

ス感染拡

大防止の

ため中止

オ 共同開催事業

民間企業等と共催でイベントを実施しました。

行事名 開催日 参加者数

親子で楽しむメルヘンコンサート＆おはなし会 山形屋

（宝山ホール、山形屋との共催事業）
人

カ あこがれの絵本作家とあそぼう！

講師 会場 開催日 実績

ザ・キャビンカンパニー

（絵本作家、美術家ユニット）
文学ホール

新型コロナウイルス

感染拡大防止のため

中止

③ 文化芸術振興事業の実施〔受託事業〕

ア 第４１回 子どもたちに聞かせたい創作童話

「子どもたちの夢をはぐくみ、美しい心を育てたい」という願いのもと、創作童話

を募集し、その優秀作品を「子どもたちに聞かせたい創作童話」作品集として刊行す

る事業を鹿児島市の委託を受けて実施しました。

募集区分 第１部 保育園・幼稚園児、小学校低学年児童向けの作品

第２部 小学校中・高学年児童向けの作品

募集期間 ～

応募実績 第１部 点 第２部 点 合計 点

選考委員 上野惠美 (鹿児島童話会理事）

郷田厚洋 (鹿児島県学校図書館協議会会長・鹿児島市立西陵小学校長）

竹崎賢一 (鹿児島市立図書館図書係主幹）

花山潤治 (鹿児島市立犬迫小学校長)
森山 勇 (鹿児島市小学校国語部会会長・鹿児島市立西伊敷小学校長)

表 彰 式 人出席

受賞作品

及び

入 選 者

第１部 特 選 りおちゃんカーニバル 春

入 選 どんな病気もご相談ください 村上 ときみ

入 選 ぼくとお兄ちゃんのカタツムリ 嘉治 真奈美

入 選 泣きむし恐竜 末繁 昌也

佳 作 風船おじさんがニンジンをもらったわけ 小林 功治

佳 作 三びきの魚 感王寺 美智子
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第２部 特 選 トムさんとがやがやぼうしかんぱにぃ 岬 とうこ

入 選 春色のトンネルをぬけて 飯田 一郎

入 選 真っ暗な穴の中でじっと待っています 前田 勉

入 選 ふしぎなネコ タカスギケンジ

佳 作 珍しい苗字も取り揃えてあります 村上 ときみ

佳 作 クマバチの春 浦崎 進

佳 作 消せない痛み 永野 英

佳 作 海からの贈りもの 三町 公平

イ 「金の鈴」読み聞かせ会

小学生の読書活動へのきっかけづくりとするため、校区公民館等でのボランティア

による読み聞かせ会を鹿児島市の委託を受けて実施しました。

実施時期 協力団体数 実施（回） 参加者数

夏休み期間中 ～ 人

冬休み期間中 ～ 人

春休み期間中 新型コロナウイルス感染拡大防止のため中止

夏休み報告会参加 １３人

④ おはなし小道具の貸出し

市内の読み聞かせボランティアグループを対象に、大型絵本、大型紙芝居などの貸出

しを行いました。

貸出し件数 １９件

⑤ アウトリーチ

児童クラブや子育てグループ等へ出向き、絵本の読み聞かせ等を実施しました。

行事名 開催日 参加者数

たにっこりんでの読み聞かせ 人

伊敷幼稚園での講演 人

鹿児島市保育園協会での講演 人

⑥ ボランティアの活用（両館共通）

館の運営や事業、広報活動のサポートをしていただくボランティア「きんめるサポー

ター」を募集し、様々な活動を行っていただきました。

内容 実施（回） 参加者数

読み聞かせ活動 回 延べ 人
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↓ここより配置は　自社 PDF

（単位：人）

4,107 3,886 221 105.7

1,837 1,842 △ 5 99.7

589 647 △ 58 91.0

福祉施設の活動 0 0 0 -

※団体料金適用 402 551 △ 149 73.0

小計 6,935 6,926 9 100.1

1,123 1,924 △ 801 58.4

424 405 19 104.7

3,048 2,891 157 105.4

小計 4,595 5,220 △ 625 88.0

3.7855△334873料無

11,908 12,579 △ 671 94.7

1,360 1,757 △ 397 77.4

7,157 8,770 △ 1,613 81.6

36 0 36 -

4,832 4,371 461 110.5

1,997 1,656 341 120.6

合　　計 27,290 29,133 △ 1,843 93.7

33,141 37,162 △ 4,021 89.2

8,828 10,105 △ 1,277 87.4

6,156 7,472 △ 1,316 82.4

福祉施設の活動 7 11 △ 4 63.6

※団体料金適用 676 966 △ 290 70.0

小計 48,808 55,716 △ 6,908 87.6

4,914 5,265 △ 351 93.3

1,170 1,567 △ 397 74.7

5,217 5,262 △ 45 99.1

小計 11,301 12,094 △ 793 93.4

5.19443,2△595,72152,52料無

85,360 95,405 △ 10,045 89.5

15,728 23,164 △ 7,436 67.9

3,909 5,050 △ 1,141 77.4

アウトリーチ 501 53 448 945.3

10,055 12,301 △ 2,246 81.7

115,553 135,973 △ 20,420 85.0

142,843 165,106 △ 22,263 86.5

減額

常
設
展
示

各種講座・講演会・催しもの

　　ライブラリー

区分

か
ご
し
ま
近
代
文
学
館

敬老パス・
身体障害者手帳等・その他

対前年

団体

幼児

減額

免除

免除

教育施設の活動

福祉施設の活動

敬老パス・
身体障害者手帳等・その他

アウトリーチ

※団体料金適用：鹿児島シティビュー１日パスポート、薩摩大使、美術館相互割引等期間限定割引チケットなど

個人

団体

幼児

計

　　特別企画展

各種講座・催しもの

特別企画展

計

年間パスポート

個人

有料
年間パスポート

令和
元年度

福祉施設の活動

    貸しホール利用者

教育施設の活動

か
ご
し
ま
メ
ル
ヘ
ン
館

かごしま近代文学館・メルヘン館　合計

令和元年度　かごしま近代文学館・かごしまメルヘン館　利用実績
（平成３１年４月１日～令和２年３月３１日）

対前年比(%)

合　計

常
設
展
示

有料

　　親子読書コーナー

平成
３０年度
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５年間の利用者数の推移

　◎かごしま近代文学館

（人）

区分 ２７年度 ２８年度 ２９年度 ３０年度 元年度 平均

利 用 者 数 38,908 40,968 28,078 29,133 27,290 32,875

 ◎かごしまメルヘン館

（人）

区分 ２７年度 ２８年度 ２９年度 ３０年度 元年度 平均

利 用 者 数 147,268 137,543 107,615 135,973 115,553 128,790
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40,000

50,000

60,000

70,000

80,000

２７年度 ２８年度 ２９年度 ３０年度 元年度

(人) かごしま近代文学館 利用者数の推移

80,000

100,000

120,000

140,000

160,000

180,000

２７年度 ２８年度 ２９年度 ３０年度 元年度

(人) かごしまメルヘン館 利用者数の推移
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令和元年度　かごしま近代文学館・かごしまメルヘン館　観覧料等収納額

（平成３１年４月１日～令和２年３月３１日）

対前年

件数
（件）

金額
（円）

件数
（件）

金額
（円）

件数
（件）

金額
（円）

個人 3,306 874,775 3,170 844,025 136 30,750

団体 1,788 189,500 1,759 198,860 29 △ 9,360

年間パスポート 367 195,750 379 202,850 △ 12 △ 7,100

福祉施設の行う活動
（半額）

0 0 0 0 0 0

※団体料金適用 402 84,870 551 120,700 △ 149 △ 35,830

計 5,863 1,344,895 5,859 1,366,435 4 △ 21,540

個人 896 526,500 731 411,600 165 114,900

団体 58 28,700 84 40,800 △ 26 △ 12,100

計 954 555,200 815 452,400 139 102,800

53 101,700 75 121,200 △ 22 △ 19,500

455 350,900 159 85,100 296 265,800

合計 7,325 2,352,695 6,908 2,025,135 417 327,560

個人 23,416 6,148,925 22,755 5,951,975 661 196,950

団体 8,430 1,033,820 8,640 1,091,660 △ 210 △ 57,840

年間パスポート 2,251 1,236,750 2,713 1,490,750 △ 462 △ 254,000

福祉施設の行う活動
（半額）

0 0 2 150 △ 2 △ 150

※団体料金適用 676 142,260 966 201,580 △ 290 △ 59,320

計 34,773 8,561,755 35,076 8,736,115 △ 303 △ 174,360

個人 9,906 5,369,700 14,407 7,122,600 △ 4,501 △ 1,752,900

団体 400 168,200 1,465 563,600 △ 1,065 △ 395,400

福祉施設の行う活動
（半額）

7 1,050 9 1,500 △ 2 △ 450

計 10,313 5,538,950 15,881 7,687,700 △ 5,568 △ 2,148,750

合計 45,086 14,100,705 50,957 16,423,815 △ 5,871 △ 2,323,110

か
ご
し
ま
近
代
文
学
館

図録

常
設
展
示
観
覧
料

平成３０年度令和元年度

常
設
展
示
観
覧
料

※団体料金適用：鹿児島シティビュー１日パスポート、薩摩大使、美術館相互割引等期間限定割引チケットなど

特

別

展
示

観

覧

料

区分

特
別
展
示
観
覧
料

か
ご
し
ま
メ
ル
ヘ
ン
館

ホール使用料
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３ 鹿児島市立科学館

子どもから大人まで楽しめる体験型の施設として、多くの人々が科学の世界に興味を持っ

ていただけるような館運営に努めました。

また、「ジュニア創志塾」や「教員免許状更新講習会」を、少年自然の家や鹿児島大学と連

携して開催し、社会教育施設としての役割も担いました。

さらに、今年度も鹿児島県と「かごしまスペースフェスタ 」を共催するなど、関係機

関との連携も強化しました。

なお、 月 日から 月 日まで、新型コロナウイルス感染症の拡大防止のため、宇宙

劇場やイベント等については中止としました。

教育文化施設の管理及び運営に関する事業

① 施設の維持管理

館の敷地、建築物・展示物等の施設及び付属設備・備品の維持管理を適切に行いました。

② 施設運営の充実

国外からの観光客に対応するため、外国語版のリーフレットを作成するとともに、各部門ごと

の業務マニュアルの充実を図り、利用者に満足いただけるサービスの提供に努めました。

学術及び芸術文化に関する企画を提供する事業

① 開館記念ファン感謝デー「かごしまスペースフェスタ × プラネタリウムフェ

スティバル 」

内容 開催日 参加者数

鹿児島県との共催でかごしまスペースフェスタ

を開催するとともに、開館月の恒例行事であるプラネ

タリウムフェスティバル を同時開催

人

② 開館記念ファン感謝デー「ＪＡＸＡ講演会」

内容 開催日 参加者数

開館月の 月に、ＪＡＸＡ宇宙飛行士の大西卓也さ

んを招き、宇宙飛行士のミッションや国際宇宙ステー

ションでの生活についてと題した講演会を開催

人

③ 夏休み特別企画展

世界のカブトムシ クワガタ大集合！「大虫展」

内容 開催期間 参加者数

生きている世界のカブトムシやクワガタなど、昆虫

の不思議な特色ある生態や形態を観察したり、触れら

れたりする展示を開催

～ 人
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④ 宇宙劇場

ア プラネタリウム一般投影

番組タイトル 投影期間 観覧者数

ユニバース ～宇宙へ～ ～ 人

忍たま乱太郎の宇宙大冒険

コズミックフロント
～ 人

ポケットモンスター ～サン＆ムーン～ ～ 人

ポラリス２ ～ルシアと流れ星のひみつ～ ～ 人

おじゃる丸 ～銀河がマロを呼んでいる～ ～ 人

星の旅 ～世界編～ ～ 人

合計 人

イ ドームシネマ一般上映

番組タイトル 上映期間 観覧者数

オーシャン ～青い海の仲間たち～ ～ 人

アポロ 号 ～ファーストステップ～ ～ 人

ナットの月面着陸大作戦 ～ 人

ちいさな森の住人たち
～めぐる季節のいきものがたり～

～ 人

新・恐竜大進撃 ～ 人

合計 人

ウ イベント

事業名・内容 開催日 参加者数

（ア）科学館プラネタリウム学習投影

小学校の学習指導要領を基本とした、天文単元「夏

の星」「月や星の動き」「冬の星」等の団体向け学習

投影を開催

月、 月、

月、 月

回 団体

人

（イ）星と音楽の夕べ

ジャンルやアーティスト等を特集した音楽を流

し、プラネタリウムで時季に即したテーマの星空解

説を行うとともに、晴天時には屋外での天体観望会

を開催

、

、
人

（ウ）キッズプラネタリウム～おはなしと音楽の夕べ～

子ども連れの家族を対象とした春夏の星空紹介と

絵本の読み聞かせ、声楽の生演奏を開催

（共催）鹿児島市立図書館、鹿児島市民文化ホール

人

（エ）特別上映「戦場に輝くベガ～約束の星を見上げて～」

終戦の日を記念して、海軍機搭乗員や勤労女学生など、

多くの貴重な証言を元に描かれた物語を上映

人

（オ）プラネタリウム 水族館～魚たちと星空を観察

しよう！～

魚や海に関係する星座やサンゴ礁と月の関係など

についての解説や水槽の魚と星空の鑑賞、蓄光シー

トを使ったイベントを開催

（共催）かごしま水族館

人
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（カ）ジャズ プラネタリウム

秋の星空紹介とピアノ、ベース、ドラムのジャズ

トリオによる生演奏

人

（キ）リラクゼーション プラネタリウム

一般勤労者を対象とした星空紹介と臨床心理士に

よる講演、ピアノの演奏

（共催）鹿児島市保健所、鹿児島市民文化ホール

人

（ク）大爆笑 星のお兄さんプラネタリウムショー

「笑い」を取り込んだ星座解説で話題を集めるプ

ラネタリウム解説者田端英樹氏の鹿児島公演

人

（ケ） 生まれることを再体験 プラネタリウム

生命の尊さや美しさ、宇宙誕生とのつながりを描

いたプラネタリウム上映と作者のトークショー

人

（コ）大人のための朗読会 プラネタリウム

「星・宇宙」をテーマにしたアナウンサーによる

本の朗読と季節に応じた星空紹介

（共催）ＫＫＢ鹿児島放送

新型コロナウ

イルス感染拡

大防止のため

中止

（サ）おひるのプラネタリウム

星空投影に合わせた幼児向けの解説やクラシック

名曲等の鑑賞

第 ・第 ・

第 木曜日等

計 回

人

学術及び芸術文化の普及及び支援に関する事業

① 青少年のための科学の祭典 鹿児島 ２０１９

内容 開催日 参加者数

学校の先生を中心とした外部講師による創意と工夫を

凝らした科学実験や科学工作ブースを 設置し、青少年

の科学への夢を育み、興味関心を喚起する祭典を開催
、 人

② 科学劇場

事業名・内容 開催日 参加者数

ア 実験ショー

科学指導員による、「空気砲」や「シャボン玉」の実

験など、科学を楽しく学べる実験ショー

回 人

イ 「わくわく！ドキドキ！特別実験ショー」

大学生、テレビキャスター、高校の先生など外部講師

による実験ショーなど

① 科学マジックショー ② おもしろお天気講座

③ 北野氏・村田氏の「科学忍術学園」

、

、
人

③ だれでも工房

事業名・内容 開催日 参加者数

かんたん工作

数十種類の工作メニューの中から誰でも希望する工

作ができる工房

回 人
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④ 主催事業

ア 講座・教室等

講座・教室名・内容 開催日等 実績

（ア）サイエンスワークショップ

幼児・小学生・中学生を対象とした身近な素材を

使った実験や科学工作など

毎月第 、第 、

第 土曜日等

回

人

（イ）科学教室

小学生・中学生を対象とした天体望遠鏡やにぼし

の解剖標本作り、ドローンを飛ばそうなど

回 人

（ウ）成人パソコン教室

成人を対象とした文書作成・表計算など、ワード・

エクセル等のソフトを使った講座

回 延べ 人

（エ）出前教室

実験ショーや科学実験・工作、天体観望会等の幼

稚園、小学校、各種イベントなどへの出前教室

回 人

（オ）サイエンストーク

外部の専門講師による科学をテーマにした講演会

や講座

① 読めない名前の

～天の川銀河の中心とそれを探る技術～

② 海をはかる

③ かごしまの下水道（微生物のはたらき）につい

て

④ 自動運転の現在と未来

、

、
人

（カ）鹿児島高専のおもしろ実験教室「アイスク

リームつくり」

鹿児島工業専門学校の大竹孝明氏を講師として、

熱伝導の現象である「凝固点降下」「伝熱」について

アイスクリームつくりで体験する実験教室

人

（キ）ワークショップ「自動運転で動く車のしくみ」

社のロボット「 」を使って、自動運転に用

いられる技術をロボットで再現する体験プログラム

を実施

（協賛）ビー・エム・ダブリュー株式会社

、 人

（ク）運転支援機能を備えた自動車の同乗体験

ワークショップ「自動運転で動く車のしくみ」の関

連イベントとして、自動運転レベル の機能を搭載し

た自動車のデモと同乗体験

、 人

（ケ）ジオキッズ講座

ジオパーク学術推進員の有田八郎氏による科学工

作体験、火山や防災・地震等について学ぶ講座

（共催）桜島・錦江湾ジオパーク推進協議会

人
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イ イベント

事業名・内容 開催日等 参加者数

（ア）パブリックビューイング（はやぶさ 衝突装置

運用）

はやぶさ 衝突運用装置中継映像を 階壁面に上映

人

（イ）こいのぼりかざり

こどもの日に向けての幼稚園児による手づくりこ

いのぼりなどの展示

設置

～
人

（ウ）こどもまつり

こどもの日に科学館特製ジャイロリングを使った

的当てゲームを実施

※当日は小中学生の入館料無料

人

（エ）七夕かざり

階こどもエレベーター前の吹き抜け部分等に、七夕飾

りと保育園児の書いた短冊や、入館者が自由に書いた願い

事も飾れる竹を設置

設置

～
人

（オ）お年玉大さくせん

正月の入館者を対象として、プラネタリウム番組

観覧者にはプレゼントを配付、実験ショー観覧者に

は科学にちなんだグッズが当たるお楽しみ抽選会を

開催

～ 人

（カ）セグウェイ体験試乗

重心移動で走る不思議を体験してもらうため、電動立

ち乗り２輪車セグウェイの体験試乗を開催

第 土曜日
計 回

人

（キ）わくわくスライムデー

館内の展示に関するクイズに答えて、スライムを

作る

、 人

（ク）科学館スタンプラリー

宇宙劇場番組や実験ショー等を観覧してスタンプ

を集め、記念品を贈呈するイベントを開催

月～ 月 人

（ケ）パブリックビューイング（ Ⅱ ロケット 号

機打ち上げ）

情報収集衛星光学 号機を搭載「 Ⅱ ロケット 号

機」の打上げライブ中継映像を 階壁面に上映

人

⑤ 関係機関との連携・共催・後援事業

事業名・内容 開催日等 参加者数等

ア 小・中学生のための電波教室「ラジオ工作会」

電波適正利用推進員の指導によるＡＭラジオの製作

（共催）鹿児島県電波適正利用推進員協議会

人

ィ ｢ワクワク・どきどき楽しい親子科学教室」

親子を対象とした実験教室の開催

（共催）公民館（谷山北、喜入、城西、桜島、吉野、

吉田、武・田上、郡山）

、 、

、 、

、 、 、

、

人

ウ 考古館寺子屋（天体観望教室）

ふるさと考古歴史館においての夏の星空紹介と天体

望遠鏡による惑星等の観察

（共催）ふるさと考古歴史館

人
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エ たのしい授業入門講座

小中学校の教員を対象とした「笑顔で元気に教師を続

けるために」と題した講演会、理科や国語、算数などの

授業の進め方やノウハウを学ぶ講座

（主催）鹿児島県仮説実験授業研究会

、 人

オ 下水道展かごしま

下水道の役割についてのパネル展示、水処理模型の展

示や微生物の顕微鏡観察、下水道相談コーナーなどの設

置

（主催）鹿児島市水道局下水道部

～
期間中入館

人

カ ジュニア創志塾

小学校 ・ 年生を対象に科学に関する学習等、体験

的に学ぶプログラミング講座を実施

（主催）鹿児島市立少年自然の家

人

キ 教員免許状更新講習会

幼稚園教諭、小学校教諭、中学校教諭を対象とした教

員免許状更新講習会

（主催）鹿児島大学教員免許状更新推進室

人

ク 第 回リフレッシュ理科教室

「電波を使ってエネルギーを伝達しよう！」と題した

講演会、小中学生が対象の「くるくるモーター」「ぶん

ぶん発電機」「ルーレット」など電気をテーマとした実

験工作教室

（主催）公益社団法人応用物理学会

人

ケ 水路記念日 記念パネル展

月 日の水路記念日にあわせて、日本周辺 海底

地形図や様々な海図などを紹介

（主催）第十管区海上保安本部

～
期間中入館

人

コ お月見フェスタ

お月見観望会、お月見団子の配付やむにゅむにゅスライム

星人作り、ヨーヨー釣りなどが楽しめる科学イベントの開催

（共催）鹿児島市立図書館

人

サ 「わぉ！な生きものフォトコンテスト」写真展

自然の中で見つけた生き物の写真展

（主催）ソニー株式会社、公益財団法人日本自然保護

協会

～
期間中入館

人

シ 科学技術映像祭入選作品発表会

第 回科学技術映像祭の入賞作品の上映

（主催）科学技術振興機構つくば万博記念財団など

～
期間中入館

人

ス 「宇宙の日」作文・絵画コンテスト

宇宙をテーマにした作文や絵画の募集、審査・表彰式

の開催及び入賞作品の展示

（共催）文部科学省、国立天文台、宇宙フォーラム、

ＪＡＸＡ

～

表彰式

点応募

出席 人

セ 灯台記念パネル展

「灯台の歴史」「灯台の役割」「灯台の種類」「明治期

に設置された灯台」等の紹介を実施するほか、実際に灯

台で使用されていたレンズやＬＥＤ灯器等を展示

（主催）第十管区海上保安本部

～
期間中入館

人
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ソ ＣＧアートコンテストＣＯＳＭＯ‘

「宇宙」をメインテーマとしてロケット発射場のある

種子島を中心に行われているＣＧコンテストを後援し、

科学館賞を授与

（主催）かごしまアートフェスタ実行委員会・ＣＧア

ートコンテストＣＯＳＭＯ‘ 実行委員会

表彰式 名

タ プラネタリウム 考古館

考古学と天文学のつながりを説明し、移動プラネタリ

ウム「ほしたまご」を用いて星空解説を 回開催

（共催）ふるさと考古歴史館

人

チ 冬休み わくわく科学教室

「物質落下の法則」などをテーマにした小学生対象の

実験・工作教室 （主催）鹿児島県仮説実験授業研究会

人

ッ 鹿児島高専のロボットがやってくる

全国工業高等専門学校ロボットコンテスト九州大会

に出場した鹿児島高専のロボットの実演ショー

（共催）国立鹿児島工業高等専門学校

、 人

テ 大学生による理科ものづくりワークショップ

教育学部の学生による実験工作をテーマにしたワー

クショップ （主催）鹿児島大学教育学部

人

ト 第 回 図書館講座

「西郷隆盛、木戸孝允の逆転人生」～海を渡った志士

たち～

松前了嗣氏「山口市」、東川隆太郎氏「鹿児島市」双

方の講師による講演と対談

（主催）鹿児島市立図書館・山口市立図書館

人

ナ コズミックカレッジ

キッズコース・ファンダメンタルコース

宇宙に関する講話や手製の熱気球を飛ばす体験等を

とおして、科学の楽しさや宇宙の不思議を学ぶ講座

（共催）ＪＡＸＡ （後援）文部科学省

（キッズ）

（ファンダ

メンタル）

人
新型コ

ロナウイルス

感染拡大防止

のため中止

二 おもちゃ病院

ボランティア団体の協力による壊れたおもちゃの修

理、物の大切さを子供たちに教える活動

（共催）かごしまおもちゃ病院

第 日曜日

計 回
人

ヌ ｢科学する心」を見つけよう写真展

ソニー教育財団「『科学する心』を見つけようフォト

コンテスト」入賞作品の展示 （共催）ソニー教育財団

通年

ネ サイエンスモニター

国立研究開発法人科学技術振興機構（ＪＳＴ）が提供

する科学技術の動画を放映 （共催）ＪＳＴ

通年

ノ ＪＡＸＡテレビ

「鹿児島市教育委員会とＪＡＸＡとの宇宙教育活動

についての協定」に基づく、ＪＡＸＡから提供された映

像の館内放映 （共催）ＪＡＸＡ

通年

ハ スペースアイ

宇宙フォーラム（ＪＳＦ）の提供による人類の宇宙活

動、日本の宇宙活動についての最新情報の随時提示

（共催）ＪＳＦ

通年
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⑥ 教育機関等との連携による事業

内容 校数 人数

教員地域貢献体験研修（ 年目・ 年目） 校 人

大学生博物館実習 校 人

大学生卒業論文研究調査 校 人

中高短大生職場体験学習 校 人

⑦ サイエンスボランティアの受入れ

内容 日数 人数

だれでも工房・科学劇場・科学教室の補助 日 人

⑧ アンケートの実施

年間の大きなイベントである「青少年のための科学の祭典 鹿児島 」、夏休み特

別企画展「世界のカブトムシ クワガタ大集合！「大虫展」」、「大爆笑！星のお兄さんプ

ラネタリウムショー」、「リラクゼーション プラネタリウム」、「ジャズ プラネタリ

ウム」、「星と音楽の夕べ」などの参加者にアンケートを実施するとともに、館内に設置

しているご意見箱に投稿された要望等を今後の運営の参考にしました。

⑨ 広報活動

科学館の行事を網羅した科学館ニュースを年４回作成し、市内の小・中学生全員に配

付したほか、カレンダーや電車路線図などを記載した年間宇宙劇場番組ラインナップチ

ラシ（携帯用）を作成し、観光案内所や公共施設等へ配付しました。

また、夏休み期間中は、駅の大型ビジョンにて広告映像を放送したほか、鹿児島市電

に吊り下げポスターを掲示しました。

各種イベントの企画実施においては、行事の掲載及び取材を報道機関等へ要請するな

ど広報を行い、ホームページのほか、フェイスブック、ツイッター等のソーシャルメデ

ィアも活用した情報発信に努めました。

利用者サービス事業

清涼飲料水の自動販売機を設置した飲食コーナーを維持し、来館者の利便性を確保し

ました。

また、科学にちなんだグッズ商品の取扱い等、サイエンスショップの販売内容の充実

を図りました。
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○入館者数等 （単位：人）

令和元年度 平成30年度 対前年度 対前年度比(%)

39,652 36,976 2,676 107.2

6,439 7,633 △ 1,194 84.4

21,219 22,113 △ 894 96.0

福祉施設の活動 24 26 △ 2 92.3

団体料金適用 ※1 126 83 43 151.8

計 67,460 66,831 629 100.9

教育施設の活動 6,976 6,901 75 101.1

福祉施設の活動 2,918 2,733 185 106.8

敬老パス
身体障害者手帳など 8,579 8,480 99 101.2

教室・祭典等　※2 15,125 15,823 △ 698 95.6

 計 33,598 33,937 △ 339 99.0

28,171 28,165 6 100.0

2,212 2,260 △ 48 97.9

30,383 30,425 △ 42 99.9

合          計 131,441 131,193 248 100.2

出前教室（出前天体を含む）等 2,537 2,263 274 112.1

総利用者数 133,978 133,456 522 100.4

○宇宙劇場観覧者数 （単位：人）

令和元年度 平成30年度 対前年度 対前年度比(%)

20,544 21,154 △ 610 97.1

3,998 5,385 △ 1,387 74.2

15,139 16,308 △ 1,169 92.8

減額 教育施設の活動 4,727 4,155 572 113.8

計 44,408 47,002 △ 2,594 94.5

講演・観望会等 4,136 4,891 △ 755 84.6

その他　※4 1,812 1,835 △ 23 98.7

計 5,948 6,726 △ 778 88.4

幼児 6,113 6,967 △ 854 87.7

その他　※5 156 138 18 113.0

計 6,269 7,105 △ 836 88.2

合          計 56,625 60,833 △ 4,208 93.1

無
料

区分

有

料

個　人

団　体

年間パスポート

免
除

免
除

無
料

幼児

その他　※3

 計

　令和元年度　鹿児島市立科学館利用実績

（平成31年4月１日～令和2年3月31日）

有
料

個　人

団　体

年間パスポート

減額

区分

※4　その他：一年生パスポート等

※5　その他：業務関係者等

※1　団体料金適用：夏休みチャレンジパスポート、薩摩大使、かごしま応援証持参者、コンベンション、SUNQパス、

　　 まちかどコメンテーター証提示者

※2　教室・祭典等：教室同伴者、再観覧券、添乗員、報道関係等

※3　その他：業務関係者等

↓ここより配置は　自社 PDF
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◎利用者数

区分 27年度 28年度 29年度 30年度 元年度 平均

利用者数 135,665 144,814 129,828 133,456 133,978 135,548

※平成25年3月：第3回展示場リニューアル工事を実施

◎宇宙劇場観覧者数

（人）

区分 27年度 28年度 29年度 30年度 元年度 平均

宇宙劇場

観覧者数
67,574 66,069 62,392 60,833 56,625 62,699

（人）

5年間の利用者数等の推移

100,000

110,000

120,000

130,000

140,000

150,000

27年度 28年度 29年度 30年度 元年度

(人) 科学館 利用者数の推移

20,000

30,000

40,000

50,000

60,000

70,000

80,000

27年度 28年度 29年度 30年度 元年度

(人) 宇宙劇場 観覧者数の推移

↓ここより配置は　自社 PDF
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件数（件） 金額（円） 件数（件） 金額（円） 件数（件） 金額（円）

個人 39,652 12,076,500 36,976 11,146,850 2,676 929,650

団体 6,439 935,080 7,633 1,231,560 △ 1,194 △ 296,480

年間パスポート 5,537 3,306,100 6,060 3,627,500 △ 523 △ 321,400

福祉施設の活動 24 1,925 26 1,950 △ 2 △ 25

団体料金適用 126 27,720 83 17,960 43 9,760

計 51,778 16,347,325 50,778 16,025,820 1,000 321,505

個人 20,544 7,630,200 21,154 7,698,500 △ 610 △ 68,300

団体 3,998 792,080 5,385 1,147,920 △ 1,387 △ 355,840

教育施設の活動 4,727 472,700 4,155 417,750 572 54,950

年間パスポート 4,446 3,144,000 5,034 3,580,800 △ 588 △ 436,800

計 33,715 12,038,980 35,728 12,844,970 △ 2,013 △ 805,990

85,493 28,386,305 86,506 28,870,790 △ 1,013 △ 484,485

区分

入
館
料

宇
宙
劇
場
観
覧
料

合計

令和元年度　鹿児島市立科学館　入館料等収納額

（平成31年4月1日～令和2年3月31日）

令和元年度 平成30年度 対前年度

※　団体料金適用：夏休みチャレンジパスポート、薩摩大使、かごしま応援証持参者、コンベンション、

　　SUNQパス、 まちかどコメンテーター証提示者
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４ 鹿児島市立ふるさと考古歴史館

市民の方々が「ふるさと鹿児島」の歴史や文化について、知識や理解を深め、郷土への誇

りと愛着心を醸成できるよう、特別企画展「磯の地で挑んだ技術革新～集成館事業の発掘調

査成果展～」及び春季企画展・夏季企画展を開催しました。

また、常設展示室の展示品の一部更新を行うとともに、当館のＰＲに引き続き努め、リピ

ーター及び新規来館者の確保を図りました。

教育文化施設の管理及び運営に関する事業

施設の維持管理

館の施設及び展示物や付属設備・備品の維持管理を適切に行いました。

学術及び芸術文化に関する企画を提供する事業

幅広い年代の方々の興味・関心を高めるために、下記の企画展を行いました。

① 特別企画展

「磯の地で挑んだ技術革新～集成館事業の発掘調査成果展～」

展示内容 開催期間 入場者数

磯地区の遺跡（旧集成館、反射炉跡、鹿児島紡績所

跡、鹿児島紡績所技師館等）における発掘調査で得ら

れた成果や出土した遺物、往時の頃の磯地区を描いた

絵図、市内外に残された関連史跡の現状写真等の資料

（考古遺物 点、写真・絵図パネル 点）を展示

し、島津斉彬が牽引した集成館事業の変遷や概要につ

いて紹介 

～

日間 
人

【関連イベント】

特別企画展関連講座「 磯～集成館事業における『ものづくり』～」

内 容 開催日 参加者数

集成館事業の舞台となった磯地区における発掘調査の

成果や、集成館事業によって得られた近代化の産物の

詳細について、鹿児島市教育委員会文化財課職員によ

る関連講座を開催

人

展示説明会

内 容 開催日 参加者数

学芸員による展示資料の説明会を開催
、 、

人
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② 企画展

ア 春季企画展「古墳時代の鹿児島市“食ウ寝ル処に住ム処”～鹿児島市内遺跡の発

掘調査成果展 ～」

展示内容 開催期間 入場者数

平成 ～ 年度に発掘調査が行われた枦ヶ丸遺跡（郡

山町）、堂園遺跡（上福元町）、改新貝塚（古里町）の

出土品、これまで展示機会のなかった下大原遺跡（喜

入瀬々串町）等の出土品等、鹿児島市内 の古墳時代

の遺跡を対象に、初出展を含む 点の出土遺物や写

真・図面パネル 点を展示し、古墳時代の鹿児島市に

おける集落や祭祀の様相について紹介

～

日間
人

【関連イベント】

企画展関連講座「谷山の発掘調査と南九州の古墳時代」

内 容 開催日 参加者数

谷山地域を中心とした南九州の古墳時代の特徴や発掘

調査成果について、鹿児島市教育委員会文化財課職員

による講座を開催

人

展示説明会

内 容 開催日 参加者数

学芸員による展示資料の説明会を開催 、 、 人

イ 夏季企画展「造士館から始まる学び舎物語～埋もれていた学校の歴史～」

展示内容 開催期間 入場者数

江戸時代の藩校・造士館跡や市内所在の小・中・高等

学校敷地における発掘調査成果（出土品 点）の展

示に加え、鹿児島市内の学校の新設・統廃合年表の掲

示、市内の学校所有の“お宝”（歴史・民俗資料等）

点の借用・展示を行い、鹿児島市の「学校」に関連

する歴史について、様々な視点から検討し紹介

～

日間
人
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【関連イベント】

展示説明会

内 容 開催日 参加者数

学芸員による展示資料の説明会を開催
期間中の毎週

日曜日 全 回
人

ウ 春季企画展「標高 以上の遺跡の秘密～鹿児島市内遺跡の発掘調査成果展

展示内容 開催期間 入場者数

帖地遺跡（喜入生見町）、宮ノ上遺跡（宮之浦町）、湯

屋原遺跡（東俣町）、御仮屋跡遺跡Ｂ地点（石谷町）

等、鹿児島市内の標高の高い場所（標高 ｍ以上の台

地や丘陵、内陸の山地）に立地する旧石器時代から近

世までの遺跡の発掘調査成果や出土遺物 点に加

え、標高の高い土地に現在も残されている神社、石造

物等の史跡の写真パネル 点も展示し、高地において

展開された歴史の特徴や変遷について紹介 

～

日間

人

【関連イベント】

展示説明会

内 容 開催日 参加者数

学芸員による展示資料の説明会を開催 、 人

③ 常設展示室更新展示

この一品！オンパレード！お墓に込められた祈り

展示内容 展示開始日

谷山弓場城跡（下福元町）、武遺跡Ｈ地点（武一丁

目）、祇園之洲砲台跡（清水町）等、平安時代から近

代（明治時代）にかけての墓が発見された鹿児島市内

の遺跡にスポットをあて、発掘調査成果や出土品を展

示し、その特徴や遺跡の概要について紹介

～」
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学術及び芸術文化の普及及び支援に関する事業

幼児や小学生等に「ふるさと鹿児島」の歴史や文化について興味、関心を高めてもら

うために、下記の事業を行いました。

① 講座・教室等

講座・教室名 開催日 参加者数

土器づくり （ 回） 人

土笛・土鈴づくり （ 回） 人

土器風鈴づくり （ 回） 人

中型まが玉づくり （ 回） 人

くだ玉づくり （ 回） 人

考古館寺子屋
～

科学館の協力による星空観望会含む
人

夏休み体験教室 

納涼うちわ作り等 
人

夏休み工作教室 （ 回） 人

火おこし体験 （ 回） 人

古代体験学習 随時 人

子ども教室
毎月 ～ 回（土・日・祝日） 合計 回

※ 月除く
人

教養講座【新規】 毎月 回（第 土曜日） 人

② 考古館映画会・イベント等

イベント内容 開催日 参加者数

ア 考古館映画会

アニメ映画などの上映

毎週土・日・祝

日・第 金曜日

等（ 回）

人

イ 鯉のぼり飾り

幼稚園児による館内での鯉のぼり飾り付け
人

ウ ゴールデンウィークイベント 
新元号プレートづくり、スーパーボールすく

い、射的大会、弓矢体験、昔遊び等

～ 人
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エ 親子ふれあいステージ

親子で挑む火おこし、木片切り、竹切りの開催
人

オ こどもの日フェスティバル

親子で挑戦！まいぎり式火おこし選手権、射的大

会、発掘宝探し体験の開催

人

カ 土器風鈴づくり

幼稚園での土器風鈴作りの作成指導
人

キ 七夕飾り

幼稚園児による館内での七夕飾り付け
人

ク 一日子ども学芸員体験

本物の土器の観察や拓本・レプリカ体験
人

ケ 夏休みこども映画会

「怪盗グル―のミニオン危機一髪」上映
～ 人

コ 古代体験フェスティバル

弓矢体験や火おこし体験、どんぐりの実つぶし体

験などの古代体験やミニ新幹線乗車イベントの開催

人

サ ふるさと考古歴史館感謝デー

発掘体験、種の箸つかみ競争やふわふわバルーン

などの開催

人

シ プラネタリウム ふるさと考古歴史館

鹿児島市立科学館職員による星卵を使った星空解

説イベントを開催（鹿児島市立科学館との共同事

業）

人

ス 谷山ふれあいコンサート

鹿児島市立東谷山小学校吹奏楽部の演奏や鹿児島

市春の新人賞受賞者によるコンサートを開催（谷山

サザンホールとの共同事業）

人

セ 課外授業応援事業

桜洲小学校、桜峰小学校、黒神小学校、

東桜島小学校

人
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ソ 新春イベント

ミニ凧づくりやコマづくり、運試し的あて体験等
～ 人

タ 史跡めぐりバスツアー

喜入旧麓（鹿児島市喜入町）や今和泉島津家墓地

（指宿市岩本）等、近世の麓集落とその周辺の史跡

をバスでまわり解説

人

ツ 春のふれあいコンサート＆メルヘンおはなし会

西谷山小学校金管バンドによる演奏、鹿児島市春

の新人賞受賞者によるコンサート及びメルヘン館職

員によるおはなし会を開催（メルヘン館、谷山サザ

ンホールとの共同事業）

新型コロナ

ウイルス感

染拡大防止

のため中止

テ 春のふれあいフェスティバル

エミリー☆ファミリーコンサート、ふあふあバル

ーン、ブレスレットづくり等

新型コロナ

ウイルス感

染拡大防止

のため中止

③ 関係機関等との連携による事業

ふるさと考古歴史館がやってきた！（メルヘン館との共同事業）

内 容 場 所 開催日 参加者数

火おこし、古代服体験 かごしまメルヘン館 人

青少年のための科学の祭典

内 容 場 所 開催日 参加者数

火おこし体験 鹿児島市立科学館 人

ふるさと考古歴史館がやってきた！（谷山サザンホールとの共同事業）

内 容 場 所 開催日 参加者数

移動展示・説明会 谷山サザンホール 人

出前体験学習教室

内 容 場 所 開催日 参加者数

歴史講座 和田小学校 人

歴史講座（黎明会） 山形屋 人

歴史講座 向陽小学校 人

歴史体験教室 和田小学校 人
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教職員研修の受入れ

内 容 校 数 人 数

教職員（ 年目・ 年目研修） 校 人

博物館実習、中学生、高校生等の職場体験学習の受入れ

内 容 校 数 人 数

大学生（博物館実習） 校 人

中学生・高校生（職場体験） 校 人

⑤ アンケートの実施 
常設展示や特別企画展等の観覧者にアンケートを実施し、内容の分析や検討を行う

とともに、実施可能な要望・意見は迅速に対応を図りました。 
 

⑥ 広報活動 
特別企画展、各企画展や子ども教室の開催などは、「市民のひろば」や「キッズ通信 

アクト」などを活用して広報するとともに、市内の幼稚園、保育園、小学校及び中学校 
などへ開催イベントの周知に努めました。 
また、当館の利用促進を図ることを目的に、県外の旅行代理店等を訪問して 活動

を行いました。 
その他、新聞、テレビ、情報誌などに各事業の情報提供を行うとともに、ホームペー

ジのほか、フェイスブック、ツイッターのソーシャルメディアも活用した情報発信に努

めました。

利用者サービス事業

来館者の利便性を図るため、清涼飲料水の自動販売機及び公衆電話を引き続き設置す

るとともに、新たにウォータークーラーを設置しました。また、コピーサービスや歴史に

関する書籍の販売を行いました。
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〇観覧者数

対前年度比(%)

※団体料金適用

福祉施設の活動 ―

△ 72

△ 200

無料

△ 2,082

△ 703

※団体料金適用：チャレンジパス、薩摩大使、かごしま検定等

個人

団体

年間パスポート

減額

令和元年度　鹿児島市立ふるさと考古歴史館利用実績

（平成31年4月1日～令和2年3月31日）

令和元年度 平成30年度 対前年度

（単位：人）

区　　　分

各種講座・催物

総利用者数

幼児

計

企画展

常
設
展
示

有
料

敬老パス
身体障害者手帳等

教育施設の活動

福祉施設の活動

小計

免
除

小計
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◎利用者数

（人）

区分 27年度 28年度 29年度 30年度 元年度 平均

利用者数

５年間の利用者の推移

40000

50000

60000

70000

80000

27年度 28年度 29年度 30年度 元年度

（人） ふるさと考古歴史館 利用者の推移

件数（件） 金額（円） 件数（件） 件数（件）金額（円） 金額（円）

△ 2,700

※団体料金適用：チャレンジパス、薩摩大使、かごしま検定等

対前年度

常
設
展
示
観
覧
料

※団体料金適用

区分
令和元年度

合計

個人

団体

年間パスポート

平成30年度

福祉施設の活動

令和元年度　鹿児島市立ふるさと考古歴史館　観覧料収納額

（平成31年4月1日～令和2年3月31日）
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５ 鹿児島市民文化ホール

市民の文化活動の拠点としての施設の適切な管理運営を行うとともに、芸術文化の振興に寄与

するために、企画提供事業として、鹿児島市制 周年記念「 吹

奏楽によるドラゴンクエストコンサート 鹿児島」など 公演、報道機関等の共同主催事業を

公演実施しました。また、芸術文化への関心を高め、理解を深めるために鑑賞講座、友の会特

別鑑賞会等の普及支援事業及び利用者サービス事業を実施しました。

教育文化施設の管理及び運営に関する事業

① 施設の維持管理

駐車場を含む敷地内の施設及び付属設備や備品の維持管理を適切に行いました。

② ホール使用の許可等の業務

ホール内の各施設、備品等の使用に係る受付・許可及び使用料の収納事務を適確に行いま

した。

③ モニタリング

利用者会議などにより施設に対するニーズ等の把握を行いました。

また、主催事業等の実施の際には来場者に対しアンケートを行い、要望・意見等を集約し、

傾向を分析しました。

④ 広報活動

施設の行事や催し物については、毎月発行の催物案内やホームページでの告知のほか、フ

ェイスブック、ツイッター、ライン等のソーシャルメディアも活用した広報を積極的に行い

ました。また、市政広報紙や新聞紙面、ＣＭスポット、地元情報誌等を利用した広報活動に

も努めました。

⑤ 職員研修等

全国公立文化施設協会等が開催するホール業務マネジメント、アートマネジメント及び技

術職員研修等に職員を派遣し、最新の知識の習得と資質向上に努めました。

また、年２回の消火・避難訓練を実施したほか、防火・防災・救急について、より具体的

な事態を想定したホール独自の緊急時対応研修を行いました。

学術及び芸術文化に関する企画を提供する事業

① 自主文化事業

鹿児島市の補助を受け、国内外の芸術性の高い舞台芸術公演を鹿児島市民に提供する事業

として次の公演を実施しました。
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事業名 開催日時・場所
入場者数

入場率

（ピアノ）

鹿児島市制 周年記念

第 回霧島国際音楽祭

シプリアン・カツァリス

ピアノリサイタル

～ショパンとその弟子たち～

月 日 金

開演

第 ホール

人

（ ％）

（ピアノ）

鹿児島市制 周年記念

清塚信也 ピアノリサイタル

月 日 木）

開演

第 ホール

人

（ ％）

（室内楽）

鹿児島市制 周年記念

ギタリストたちの饗宴

～荘村清志、鈴木大介、大萩康司、朴葵姫～

月 日

月・振休

開演

第 ホール

人

（ ％）

（合唱）

鹿児島市制 周年記念

チェコ少女合唱団 イトロ

特別出演：鹿児島市立少年合唱隊

月 日 土

開演

第 ホール

人

（ ％）

（吹奏楽）

鹿児島市制 周年記念

吹奏楽によるドラゴンクエストコンサート 鹿児島

月 日 日

開演

第 ホール

人

（ ％）

（オーケストラ）

鹿児島市制 周年記念

広上淳一指揮 九州交響楽団

ヴァイオリン：五嶋龍

月 日 金

開演

第 ホール

新型コロナウ

イルス感染拡

大防止のため

中止

② 報道機関等との共同主催事業

南日本新聞社、鹿児島音楽文化協会との共同主催公演として１公演を実施しました。

事業名 開催日時・場所
入場者数
入場率

ディズニー・オン・クラシック

まほうの夜の音楽会

きっと、叶う☆

月 日 金

開演

第 ホール

人

（ ％）



－ 44 －

学術及び芸術文化の普及及び支援に関する事業

気軽に芸術文化に親しむ機会を市民に提供することにより、芸術文化への関心を高め、理解

を深めることを目的として、下記の事業を実施しました。

① 講座・教室等

ア 鑑賞講座

自主文化事業に関連する講座を企画し、公演への関心が高まるよう努めました。

講座名 講師 開催日・場所 受講者数

ギタリストたちの饗宴 鑑賞講座

「クラシックギターによるデュエッ

ト・トリオ・そしてカルテットの愉し

み」

桐めぐみ＆濱田貴志

ギターデュオ

月 日

月・祝

市民ホール

人

「広上淳一指揮 九州交響楽団 ヴァ

イオリン：五嶋龍」

鑑賞講座

大迫貴（ピアノ）
月 日 土

市民ホール
人

イ 舞台体験「ホールの仕事ってどんなこと？」

小学生が舞台空間に興味を抱けるよう、夏休みに、舞台設備に触れ初歩的な操作を体験

する機会を設けました。

教室名 講 師 開催日・場所 受講者数

市民文化ホール夏季舞台セミナー

「ぼくも！わたしも！１日舞台スタ

ッフ」

市民文化ホール職員
月 日 日

第 ホール
人

ウ 親子鑑賞支援

親子連れで気軽に芸術文化に親しめるよう、自主文化事業の舞台鑑賞を支援しました。

名 称 開催日・場所 招待者数

親子で芸術鑑賞！

チェコ少女合唱団 イトロ

月 日 土

第 ホール

親子 組

人

親子で芸術鑑賞！

吹奏楽によるドラゴンクエストコンサ

ート 鹿児島

月 日 日

第 ホール

親子 組

人

親子で芸術鑑賞！

広上淳一指揮 九州交響楽団

ヴァイオリン：五嶋龍

月 日 金

第 ホール

新型コロナウイルス感染拡大

防止のため中止
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エ 連続講座「合唱ワークショップ」【新規】

回の講座をとおして合唱の基本を学ぶワークショップを行いました。

名 称 講 師 開催日・場所 受講者数

いっしょに歌おう！

合唱ワークショップ 第 回

東幸恵

竹元正昭

蜷川朋子

月 日 日

大練習室
人

いっしょに歌おう！

合唱ワークショップ 第 回

東幸恵

竹元正昭

蜷川朋子

月 日 日

大練習室
人

いっしょに歌おう！

合唱ワークショップ 第 回

東幸恵

竹元正昭

蜷川朋子

月 日 日

大練習室
人

いっしょに歌おう！

合唱ワークショップ 第 回

東幸恵

竹元正昭

蜷川朋子

月 日 日

大練習室
人

いっしょに歌おう！

合唱ワークショップ 第 回

東幸恵

竹元正昭

蜷川朋子

月 日 日

大練習室

新型コロナウイ

ルス感染拡大防

止のため中止

② ワークショップ

芸術文化への関心を深めるため、自主文化事業に関するワークショップを行いました。

名 称 講 師 開催日・場所 受講者数

レベルアップクリニック
メンバー

月 日 土

第 ホール他
人

③ イベント等

ア 友の会特別鑑賞会

鹿児島市民文化ホール・サザンホール友の会会員への鑑賞機会の提供と会員数の増を図

るための事業を実施しました。

名 称 出演者 開催日・場所 入場者数

鹿児島市民文化ホール・

谷山サザンホール

友の会特別鑑賞会

山﨑文乃（ピアノ）

玉川智美（ダンス）

松本圭使（ジャズピアノ）

坂元陽太（ベース）

香月宏文（ドラム）

月 日 日

第 ホール
人
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イ 市民文化ホール利用者のつどい

日頃、市民文化ホールを利用している芸術文化活動グループによる合同イベントを予定

していましたが中止となりました。

名 称 出演者 開催日・場所 入場者数

利用者の集い

市文でつながるコンサー

ト

月 日 日

第 ホール

新型コロナウイ

ルス感染拡大防

止のため中止

ウ 避難訓練コンサート 【新規】

ホールの消防防災体制の確立を図るため、コンサートの最中に地震・火災が発生したと

いう想定で観客参加型の避難訓練を実施しました。

名 称 出演者 開催日・場所 入場者数

避難訓練コンサート 鹿児島市消防音楽隊
月 日 月

第 ホール
人

④ アウトリーチ

財団が運営する施設で、生の音楽に触れる機会を提供しました。

名 称 出演者 開催日・場所 鑑賞者数

キッズプラネタリウム～おはなし

と音楽の夕べ～（鹿児島市立図書

館、科学館との共催）

平田由希（ソプラノ）

山﨑文乃（ピアノ）

月 日 土

科学館 階

宇宙劇場

人

働きざかりのためのリラクゼーシ

ョン講座「リラクゼーション

プラネタリウム～星空に抱かれて

ほっとひといき～」（鹿児島市保

健所、科学館との共催）

堀之内喜忠（ピアノ）

月 日 金

科学館 階

宇宙劇場

人

⑤ 文化芸術振興事業〔受託事業〕

鹿児島市の文化芸術振興事業について、委託を受けた次の事業を実施しました。

ア 鹿児島芸術鑑賞事業

名 称 内 容 開催日・場所 鑑賞者数

学校巡回芸術劇場
（鹿児島市内小学校）

劇団野ばら
「あした あさって しあさって」

月 日 木

宮川小学校
人

人形劇団クラルテ
「あらしのよるに」

月 日 月

武小学校
人

月 日 水

郡山小学校
人
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劇団四季

鹿児島公演観劇会
（鹿児島市内

小学 年生対象）

劇団四季「はだかの王様」

校参加 公演

月 日 月

月 日 火

第１ホール

人

イ 市少年少女合唱団振興事業

市内に在住する少年少女で構成された「鹿児島市立少年合唱隊」の活動と運営のサポート

を実施しました。

名 称 出演者 開催日・場所 入場者数

鹿児島市立少年合唱隊

第 回定期演奏会

隊員 名

指揮 東幸恵・竹元雅昭

伴奏 蜷川朋子

月 日 日

第 ホール

新型コロナウイ

ルス感染拡大防

止のため中止

利用者サービス事業

無線ＬＡＮのアクセスポイントの提供や、各種事業に係わる関連商品の販売、並びに清涼飲

料水の自動販売機や公衆電話を設置し、来館者の利便性向上を図りました。また、芸術文化の

情報提供媒体機関として更に魅力ある施設となるよう次の事業を引き続き実施しました。

① 鹿児島市民文化ホール・谷山サザンホール友の会

舞台芸術の振興と文化情報の発信を目的としたホール友の会を運営し、鹿児島市内外の各

種公演情報の提供やチケット割引販売等を実施しました。

令和元年度会員数（令和２年３月３１日現在）

会員種別 年会費 会 員 数

個人会員 ２，０００円 ２４１人 （更新；１６０人 新規；８１人）

協賛会員 ５，０００円 ２９団体 （更新； ９団体 新規；０団体）

※鹿児島市民文化ホール・谷山サザンホール共通

② プレイガイド

鹿児島市内外で開催される公演やイベント等のチケットをホール窓口で受託販売しました。

また、駐車場混雑緩和への対策として、鹿児島市交通局のＩＣカード乗車券や１日乗車券

の販売も引き続き行い、公共交通機関の利用促進と市民サービスの向上に努めました。
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令和元年度 鹿児島市民文化ホール 利用実績

① 施設別利用状況

令和
元年度

平成
30年度

対前年度 対前年度比(％)

利用率（％） △ 12.0

使用件数(件) △ 34

公演数(回) △ 27

入場者数(人) △ 38,174

利用率（％） △ 13.0

使用件数(件) △ 34

公演数(回) △ 34

入場者数(人) △ 22,553

利用率（％） △ 7.0

使用件数(件) △ 18

公演数(回) △ 13

入場者数(人) △ 2,311

楽屋(3ホール) 使用件数(件） △ 78

使用件数(件) △ 5

入場者数(人) △ 11,882

使用件数(件) △ 36

入場者数(人) △ 694

使用件数(件) △ 15

入場者数(人) △ 877

展望ギャラリー 使用件数(件) △ 5

△ 225

△ 76,491

和室

使用件数合計(件)

入場者数合計(人)

区分

第1ホール

第2ホール

市民ホール

練習室(4室)

会議室(2室)
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② 施設別使用料収納状況

(単位：円）

施設 項目
令和

元年度
平成

30年度
対前年度 対前年度比（％）

施設使用料 △ 3,523,000

備品使用料 △ 2,357,190

小計(A) △ 5,880,190

減免額(B) △ 3,882,380

収納額(A)-(B) △ 1,997,810

施設使用料 △ 1,186,000

備品使用料 △ 1,756,530

小計(A) △ 2,942,530

減免額(B) △ 1,322,259

収納額(A)-(B) △ 1,620,271

施設使用料 △ 64,300

備品使用料 △ 358,860

小計(A) △ 423,160

減免額(B)

収納額(A)-(B) △ 446,856

施設使用料 △ 1,849,700

備品使用料 △ 2,420

小計(A) △ 1,852,120

減免額(B) △ 1,373,560

収納額(A)-(B) △ 478,560

施設使用料 △ 6,623,000

備品使用料 △ 4,475,000

小計(A) △ 11,098,000

減免額(B) △ 6,554,503

収納額(A)-(B) △ 4,543,497

第
１
ホ
ー
ル

第
２
ホ
ー
ル

市
民
ホ
ー
ル

そ
の
他
施
設

計
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６ 谷山サザンホール

市民の文化活動の拠点としての施設の適切な管理運営を行うとともに、芸術文化の振興に

寄与するために企画提供事業として、鹿児島市制 周年記念劇団飛行船ポケット劇場「

びきのこぶた＆絵本読み聞かせ 生演奏」など 公演や地域における芸術文化活動への

支援など、普及支援事業及び利用者サービス事業を実施しました。

特に、サザンふるさと芸能祭、谷山サザンホール音楽祭、サザンホールロビーコンサート

など地域密着型イベントを実施しました。

また、ホールの舞台機構改修工事の約１か月間については、同ホールの休館について市民

及び利用者への周知に努めました。

教育文化施設の管理及び運営に関する事業

① 施設の維持管理

駐車場を含む敷地内の施設及び付属設備や備品の維持管理を適切に行い、安全で快適

な利用しやすい施設となるように努めました。

② ホール使用の許可等の業務

ホール内の各施設、備品等の使用に係る受付・許可及び使用料の収納事務を適確に行

うとともに、施設使用の助言などを行い、利用者の使用しやすい施設となるように努め

ました。

③ モニタリング

利用者会議などにより施設に対するニーズ等の把握を行いました。

また、主催事業等の実施の際には来場者に対しアンケートを行い、要望・意見等を集

約し、傾向を分析しました。

④ 広報活動

施設の行事や催し物については、毎月発行の催物案内やホームページでの告知のほか、

フェイスブック、ツイッター、ライン等のソーシャルメディアも活用した広報を積極的

に行いました。また、市政広報紙や新聞紙面、ＣＭスポット、地元情報誌、町内会等を

利用した広報活動にも努めました。

⑤ 職員研修等

全国公立文化施設協会等が開催するホール業務マネジメント、アートマネジメント及

び技術職員研修等に職員を派遣し、最新の知識の習得と資質向上に努めました。

また、年２回の消火・避難訓練を実施したほか、防火・防災・救急について、より具

体的な事態を想定したホール独自の緊急時対応研修を行いました。
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学術及び芸術文化に関する企画を提供する事業

自主文化事業

鹿児島市の補助を受け、国内外の芸術性の高い舞台芸術公演を鹿児島市民に提供する

事業として次の公演を実施しました。

事業名 開催日時
入場者数
（入場率）

（マスクプレイミュージカル）

鹿児島市制 周年記念

劇団飛行船ポケット劇場「 びきのこぶた＆絵本読

み聞かせ 生演奏」

月 日（月・祝）

① 開演

② 開演

人

％

（吹奏楽）

鹿児島市制 周年記念

「こぱんだウインズ金管五重奏」

（地元小中学校の吹奏楽部員の出演）

月 日（日）

開演

人

％

学術及び芸術文化の普及及び支援に関する事業

気軽に芸術文化に親しむ機会を市民に提供することにより、芸術文化への関心を高め、

理解を深めることを目的として、下記の事業を実施しました。

① 講座・教室等

ア 鑑賞講座

自主文化事業「こぱんだウインズ金管五重奏」に関連する講座を企画し、共演する地元

小中学校の吹奏楽部員にこぱんだウインズのメンバーによる合奏指導を実施しました。

名 称 参加学校 開催日 受講者数

こぱんだウインズメンバ

ーによる合奏指導

西谷山小学校金管バンド

部、和田中学校吹奏楽部、

谷山中学校吹奏楽部

月 日（土） 人

イ 舞台体験

小学生が舞台空間に興味が抱けるよう、夏休みに、舞台設備に触れ初歩的な操作を

体験する機会を設けました。

名 称 講師 開催日 受講者数

舞台体験講座 谷山サザンホール職員 月 日（土） 人

ウ ふれあい鑑賞支援

児童養護施設等の子どもたちが気軽に芸術文化に親しめるよう、自主文化事業の舞

台鑑賞を支援しました。（招待者数 人）
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② イベント等

ア サザンふるさと芸能祭

地域で保存、伝承されている郷土芸能を紹介し、地域の活性化とその普及を図るた

め、サザンふるさと芸能祭 を開催しました。

名 称 出演団体（出演順） 開催日時 入場者数

サザンふるさと芸

能祭

～郷土で守り伝え

られた民俗芸能

新たな令和のステ

ージへ～

薩洲聖太鼓、谷山そば切り踊り（谷山

芸能保存会）、中山町下虚無僧踊り、山

田の鉦踊り、前之浜チョイのチョイ踊

り、古屋敷棒踊り

月 日（日）

開演
人

イ 谷山サザンホール音楽祭

谷山サザンホールの利用者を中心に市内で活動している学校団体や芸術文化活動グ

ループの 団体が演奏や歌を披露しました。

名 称 出演団体 開催日時 入場者数

谷山サザンホール

音楽祭

谷山小学校吹奏楽部、西谷山小学校金

管バンド部、谷山中学校吹奏楽部、和

田中学校吹奏楽部、皇徳寺中学校吹奏

楽部、星峯中学校吹奏楽部、錦江湾高

等学校吹奏楽部、鹿児島南高等学校吹

奏楽部、鹿児島情報高等学校吹奏楽部、

谷山市民会館（谷山尺八同好会）、谷山

北公民館（コール秋桜）

月 日（日）

開演
人

ウ サザンホールロビーコンサート

地域で音楽活動を行っている団体等を紹介し、地域の活性化とその普及を図るため

にロビーコンサートを実施しました。

出演者 開催日 入場者数

鹿児島国際大学学友会吹奏楽団 月 日（日） 人

コール白ゆり（谷山市民会館） 月 日（土） 人

谷山女声コーラス（谷山市民会館） 月 日（土） 人

コール秋桜（谷山北公民館） 月 日（土） 人

フルートアンサンブル アンティコ 月 日（日） 人

木管五重奏 ’ ラリュー 月 日（日） 人

近隣中高吹奏楽部指導者によるアンサンブル
月 日（月・振

休）
人

合唱杉の子（谷山市民会館） 月 日（土）
新型コロナウイル

ス感染拡大防止の

ため中止
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エ ふるさと考古歴史館がやってきた

当館において、ふるさと考古歴史館の学芸員から北麓と不動寺～谷山を代表する

大遺跡の謎～について、わかりやすく紹介、解説してもらう講座を行いました。

名 称 講師 開催日・場所 受講者数

ふるさと考古館がやっ

てきた 谷山サザンホ

ール

ふるさと考古歴史館職員
月 日（日）

第１会議室
人

③ アウトリーチ

財団が運営する施設等で、生の音楽に触れる機会を提供しました。

名 称 出演者 開催日・場所 入場者数

ふれあい出前コンサート

【新規】
アンサンブル南星

月 日（日）

マリンピア喜入
人

谷山ふれあいコンサート

（ふるさと考古歴史館と

の共同事業）

桐めぐみ＆濱田貴志

（ギターデュオ＋ピアノ）

月 日（日）

ふるさと

考古歴史館

人

春のふれあいコンサート

＆メルヘンおはなし会

（ふるさと考古歴史館、メ

ルヘン館との共同事業）

桐めぐみ＆濱田貴志

（ギターデュオ）

西谷山小学校金管バンド

メルヘン館職員

月 日（土）

ふるさと

考古歴史館

新型コロナウ

イルス感染拡

大防止のため

中止

④ 展示室、市民ギャラリー貸出し

展示室、市民ギャラリーは、鹿児島市立美術館開催の「蔵出し美術館」をはじめ、年

間を通して市民の講座や同好会等の成果発表の場として活用されました。

利用者サービス事業

無線ＬＡＮのアクセスポイントの提供や、各種事業に係わる関連商品の販売、並びに清

涼飲料水の自動販売機や公衆電話を設置し、来館者の利便性向上を図りました。また、芸

術文化の情報提供媒体機関として更に魅力ある施設となるよう次の事業を引き続き実施し

ました。

① 鹿児島市民文化ホール・谷山サザンホール友の会

舞台芸術の振興と文化情報の発信を目的としたホール友の会を運営し、鹿児島市内外

の各種公演情報の提供やチケット割引販売等を実施しました。
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② プレイガイド

鹿児島市内外で開催される公演やイベント等のチケットをホール窓口で受託販売しま

した。また、駐車場混雑緩和への対策として、鹿児島市交通局のＩＣカード乗車券や１

日乗車券の販売も引き続き行い、公共交通機関の利用促進と市民サービスの向上に努め

ました。
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令和元年度 谷山サザンホール 利用実績

① 施設別利用状況

区 分
令和

元年度

平成

年度
対前年度 対前年度比

ホール

利用率 △

使用件数 件 △

公演数 回 △

入場者数 人 △

楽屋（ 室） 使用件数 件 △

練習室
使用件数 件 △

入場者数 人 △

会議室 室
使用件数 件 △

入場者数 人 △

和 室
使用件数 件 △

入場者数 人 △

ロビー

コンサート

使用件数 件 △

入場者数 人 △

展示室 使用件数 件 △

市民ギャラリー 使用件数 件 △

合 計
使用件数 件 △

入場者数 人 △
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② 施設別使用料収納状況

（単位：円）

施設 項目
令和 平成
元年度 年度

対前年度 対前年度比

ホ
ー
ル

施設使用料 △

備品使用料 △

小計 △

減免額 △

収納額 △

楽
屋

施設使用料 △

備品使用料 －

小計 △

減免額 △

収納額 △

練
習
室

施設使用料 △

備品使用料 △

小計 △

減免額 △

収納額 △

和
室

会
議
室

施設使用料 △

備品使用料 △

小計 △

減免額

収納額 △

計

施設使用料 △

備品使用料 △

小計 △

減免額

収納額 △
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Ⅲ 理事会に関する事項
令和元年度中の理事会の開催及び議決事項等

会議名 開催日 議決事項及び報告事項

第１回理事会
平成 年４月１日

決議の省略

議決事項
公益財団法人かごしま教育文化振興財団評議員会開催の件

第２回理事会
令和元年５月１日

決議の省略

議決事項
公益財団法人かごしま教育文化振興財団評議員会開催の件

第３回理事会
令和元年６月１日

決議の省略

議決事項
公益財団法人かごしま教育文化振興財団評議員会開催の件

第４回理事会
令和元年６月１日

決議の省略

議決事項
公益財団法人かごしま教育文化振興財団常務理事選定の件

第５回理事会 令和元年６月５日

議決事項
平成 年度公益財団法人かごしま教育文化振興財団
事業報告及び収支決算承認の件
令和元年度公益財団法人かごしま教育文化振興財団
定時評議員会開催の件

報告事項
職務執行状況の報告

第６回理事会
令和元年６月 日

決議の省略

議決事項
公益財団法人かごしま教育文化振興財団理事長及び
常務理事の選定の件

第７回理事会
令和元年９月１日

決議の省略

議決事項
令和元年度公益財団法人かごしま教育文化振興財団
収支補正予算（第１号）承認の件

第８回理事会
令和元年 月１日

決議の省略

議決事項
令和元年度公益財団法人かごしま教育文化振興財団
収支補正予算（第２号）承認の件
公益財団法人かごしま教育文化振興財団職員給与規程等
一部改正の件

第９回理事会 令和２年３月９日

議決事項
令和２年度公益財団法人かごしま教育文化振興財団
事業計画書承認の件
令和２年度公益財団法人かごしま教育文化振興財団
収支予算書承認の件
令和２年度公益財団法人かごしま教育文化振興財団
資金調達及び設備投資の見込みを記載した書類の承認の件
令和元年度第５回公益財団法人かごしま教育文化振興
財団評議員会開催の件

報告事項
職務執行状況の報告
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Ⅳ 役員に関する事項
（令和２年３月３１日現在）

役職名 氏 名 就 任 年 月 日

理 事 長

常務理事

常務理事

理 事

理 事

理 事

理 事

理 事

理 事

理 事

理 事

理 事

監 事

監 事

森 博 幸

鉾 之 原 誠

木 塲 登士朗

有 山 まり子

石 田 忠 彦

佐 潟 隆 一

杉 元 羊 一

玉 川 浩一郎

寺 薗 玲 子

中 村 耕 治

中 村 直 子

牧 眞 弘

牧 野 謙 二

野 元 茂 樹

令和元年６月 日

令和元年６月 日

令和元年６月 日

令和元年６月 日

令和元年６月 日

令和元年６月 日

令和元年６月 日

令和元年６月 日

令和元年６月 日

令和元年６月 日

令和元年６月 日

令和元年６月 日

平成 年４月１日

平成 年６月 日
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Ⅵ 評議員に関する事項
（令和２年３月３１日現在）

役職名 氏 名 就 任 年 月 日

評議員

評議員

評議員

評議員

評議員

評議員

評議員

評議員

評議員

評議員

青 木 和 彦

小 倉 洋 一

上 四 元 剛

下 村 理世子

富 永 宏

新 納 剛 史

八 田 明 夫

牧 浩 寿

森 園 千 廣

山 野 真 理

令和元年６月１日

平成 年４月１日

平成 年４月１日

平成 年６月 日

平成 年６月 日

平成 年４月１日

平成 年６月 日

令和元年５月１日

平成 年６月 日

平成 年６月 日

Ⅴ 評議員会に関する事項
令和元年度中の評議員会の開催及び議決事項等

会議名 開催日 議決事項及び報告事項

第１回評議員会
平成 年４月１日

決議の省略

議決事項
公益財団法人かごしま教育文化振興財団監事選任の件
公益財団法人かごしま教育文化振興財団評議員選任の件

第２回評議員会
令和元年５月１日

決議の省略

議決事項
公益財団法人かごしま教育文化振興財団評議員選任の件

第３回評議員会
令和元年６月１日

決議の省略

議決事項
公益財団法人かごしま教育文化振興財団理事選任の件
公益財団法人かごしま教育文化振興財団評議員選任の件

第４回評議員会

（定時）
令和元年６月 日

議決事項
平成 年度公益財団法人かごしま教育文化振興財団
事業報告及び収支決算承認の件
公益財団法人かごしま教育文化振興財団理事選任の件

第５回評議員会 令和２年３月 日

議決事項
公益財団法人かごしま教育文化振興財団役員及び
評議員の報酬等及び費用に関する規程一部改正の件

報告事項
令和元年度公益財団法人かごしま教育文化振興財団
収支補正予算（第１号）について
令和元年度公益財団法人かごしま教育文化振興財団
収支補正予算（第２号）について
令和２年度公益財団法人かごしま教育文化振興財団
事業計画書の件
令和２年度公益財団法人かごしま教育文化振興財団
収支予算書の件
令和２年度公益財団法人かごしま教育文化振興財団
資金調達及び設備投資の見込みを記載した書類の件
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Ⅶ 登記事項

登記年月日 申請先 事項 登記原因年月日

令和元年５月 日 鹿児島地方法務局
監事の変更

評議員の変更
平成 年４月１日

令和元年６月 日 鹿児島地方法務局 評議員の変更 令和元年５月１日

令和元年７月５日 鹿児島地方法務局
理事の変更

評議員の変更
令和元年６月１日

令和元年７月 日 鹿児島地方法務局
代表理事、理事

の変更
令和元年６月 日
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Ⅷ 職員に関する事項（常勤
（令和２年３月３１日現在）

区 分
事務局長
館 長

財団職員 嘱託員 臨時職員 計

事務局 事務局長 １

次 長 １

主 査 １

主 事 ２

― ２ ７

近代文学館

メルヘン館
館 長 １

副館長 １

主 査 １

主 事 ４

４ ―

科学館 館 長 １

副館長 １

主 査 ２

主 事 ２

８ １

ふるさと

考古歴史館
館 長 １

副館長 －

主 査 －

主 事 ２

６ ２

市民文化ホール 館 長 １

副館長 １

主 査 １

主 事 ４

６ ―

谷山サザン

ホール
館 長 １

副館長 －

主 査 １

主 事 ２

２ ― ６

計 ６ ５

Ⅸ 事業報告の内容を補足する重要な事項について

令和元年度事業報告には、「一般社団法人及び一般財団法人に関する法律施行規則」第３４条第

３項に規定する附属明細書「事業報告の内容を補足する重要な事項」が存在しないので作成しない。

令和２年６月

公益財団法人 かごしま教育文化振興財団
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（単位：円）

当年度 前年度 増　減

△ 30,891

△ 207,258

△ 46,008,884 △ 44,919,917 △ 1,088,967

△ 4,258,396

△ 1,088,967

△ 1,088,967

(△ 1,088,967)

令和元年度 公益財団法人かごしま教育文化振興財団 決算報告書

Ⅰ 貸 借 対 照 表

令和２年３月３１日現在

流動資産合計

  （１）基本財産

　　　　　仮払金

　　　　　投資有価証券

科　　　　　目

　　　　　現金預金

Ⅰ　資産の部

　１．流動資産

　　　　　未収金

　２．固定資産

　　　　　定期預金

　　　　　立替金

　　　　　前払金

負債及び正味財産合計

固定負債合計

流動負債合計

　２．固定負債

負債合計

Ⅲ　正味財産の部

　１．指定正味財産

正味財産合計

　２．一般正味財産

指定正味財産合計

　　　　（うち特定資産への充当額）

　　　　　譲受著作権

　　　　（うち特定資産への充当額）

　　　　　退職給付引当金

　　　　　寄付金

　　　　（うち基本財産への充当額）

　１．流動負債

　　　　　未払金

　　　　　預り金

　　　　　未払法人税等

固定資産合計

資産合計

Ⅱ　負債の部

　　　　　賞与引当金

　　　　　前受金

　　　　　海音寺潮五郎著作権減価償却累計額

基本財産合計

特定資産合計

  （２）特定資産

　　　　　退職給付引当資産

　　　　　海音寺潮五郎記念資産

　　　　　財政調整積立資産

　　　　　海音寺潮五郎著作権
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（単位：円）

公益目的事業会計 収益事業等会計 法人会計 内部取引等消去 合　計

△ 4,592,857

△ 4,573,577

△ 46,008,884 △ 46,008,884

Ⅱ 貸 借 対 照 表 内 訳 表

令和２年３月３１日現在

科　　　　　目

Ⅰ　資産の部

　１．流動資産

　　　　　退職給付引当資産

　　　　　現金預金

　　　　　未収金

　　　　　仮払金

流動資産合計

　２．固定資産

  （１）基本財産

　　　　　定期預金

　　　　　投資有価証券

基本財産合計

  （２）特定資産

　　　　　前払金

　　　　　立替金

Ⅱ　負債の部

　　　　　財政調整積立資産

　　　　　海音寺潮五郎記念資産

海音寺潮五郎著作権減価償却累計額

特定資産合計

固定資産合計

資産合計

　　　　　海音寺潮五郎著作権

Ⅲ　正味財産の部

　１．流動負債

　　　　　未払金

　　　　　預り金

　　　　　賞与引当金

　　　　　未払法人税等

流動負債合計

　２．固定負債

　　　　　退職給付引当金

固定負債合計

負債合計

　　　　　前受金

　２．一般正味財産

　　　　（うち特定資産への充当額）

正味財産合計

負債及び正味財産合計

　１．指定正味財産

　　　　　寄付金

　　　　　譲受著作権

指定正味財産合計

　　　　（うち基本財産への充当額）

　　　　（うち特定資産への充当額）
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（単位：円）

当年度 前年度 増　減

△ 20

△ 20

△ 930,914

△ 1,741

△ 929,173

△ 2,517,935

△ 59,000

△ 46,893

△ 21,000

△ 465,911

△ 5,143,726

△ 5,143,726

△ 877,568

△ 877,619

△ 47,370

△ 86,654

△ 526,617

△ 1,494,419

△ 636,676

△ 19,509

△ 81,932

△ 180,468

△ 6,102,250

　　　　　　退職給付費用

　　　　　　福利厚生費

　　　　　　雑費

　　　　　　委託費

　　　　　　租税公課

　　　　　　支払負担金

　　　　　　支払助成金

　　　　　　受益者負担収益

　　　　　　友の会会費収益

　　　　　　図録等販売収益

　　　　　　受託事業収益

　　　　　　報償費

　　　　　　諸謝金

　　　　　　賞与引当金繰入額

　　　　　　修繕費

　　　　　　印刷製本費

　　　　　　燃料費

　　　　　　光熱水料費

　　　　　　賃借料

　　　　　　保険料

　　　　　　会議費

　　　　　　旅費交通費

　　　　　　通信運搬費

　　　　　　広告宣伝費

　　　　　　消耗品費

　　　　　　手数料

　　　　　　広告料収益

　　　　　受取補助金等

　　　　　　臨時雇賃金

Ⅲ 正 味 財 産 増 減 計 算 書

平成３１年４月１日から令和２年３月３１日まで

科　　　　　目

Ⅰ　一般正味財産増減の部

　１．経常増減の部

  （１） 経常収益

　　　　　基本財産運用益

　　　　　　給料手当

　　　　　　受取助成金

　　　　　雑収益

　　　　　　雑収益

経常収益計

　　　　　　販売手数料収益

　　　　　　指定管理事業収益

　　　　　受取寄付金

　　　　　　受取寄付金振替額

　　　　　　基本財産受取利息

　　　　　　受取市補助金

　　　　　　役員等報酬

  （２） 経常費用

　　　　　　写真使用料収益

　　　　　特定資産運用益

　　　　　　特定資産受取利息

　　　　　　特定資産受取著作権使用料

　　　　　事業収益

　　　　　事業費

　　　　　　減価償却費

　　　　　　消耗什器備品費

　　　　　　受取利息
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当年度 前年度 増　減

△ 1,131,863

△ 3,310,289

△ 19,798

△ 302,332

△ 224,350

△ 14,500

△ 103,430

△ 40,606

△ 7,439,565

△ 7,439,565

△ 7,404,313

△ 7,404,313

△ 20

△ 20

△ 18

△ 18

△ 3,708,557 △ 3,708,595

△ 3,708,557 △ 3,708,595

△ 1,088,967 △ 1,088,967

△ 1,088,967

△ 1,088,967

　　　　　　退職給付費用

　　　　　　賞与引当金繰入額

　指定正味財産期首残高

　指定正味財産期末残高

Ⅲ　正味財産期末残高

　　　　　　福利厚生費

　　　　　　会議費

　　　　　　旅費交通費

　　　　　　通信運搬費

　　　　　　消耗什器備品費

　　　　　　消耗品費

　　　　　　修繕費

　　　　　　賃借料

　　　　　　印刷製本費

  （２） 経常外費用

　　　　　　支払負担金

　　　　　　委託費

　　　　　　交際費

経常費用計

経常外収益計

　法人税、住民税及び事業税

　税引前当期一般正味財産増減額

　　　　　　手数料

　　　　　　諸謝金

　　　　　　租税公課

　　　特定資産受取利息

　　　　　　燃料費

　　　　　　保険料

　　　　　特別損失　

　　　　　　特別損失

　　　基本財産受取利息

　　特定資産運用益

　評価損益等調整前当期経常増減額

　評価損益等計

　当期経常増減額

　　　　　退職給付引当金戻入益

　　　　　　退職給付引当金戻入益

　２．経常外増減の部

  （１） 経常外収益

　　　一般正味財産への振替額

　当期指定正味財産増減額

Ⅱ　指定正味財産増減の部

　　基本財産運用益

経常外費用計

　当期経常外増減額

　当期一般正味財産増減額

　一般正味財産期首残高

　一般正味財産期末残高

　　一般正味財産への振替額

　　　　　　臨時雇賃金

　　　　　　役員等報酬

　　　　　　給料手当

科　　　　　目

　　　　　管理費
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（単位：円）
公益目的事業会計

公１ 収１ 収２ 小計

　　　　　　特定資産受取利息

　　　　　　特定資産受取著作権使用料

Ⅰ　一般正味財産増減の部

　１．経常増減の部

  （１） 経常収益

　　　　　基本財産運用益

　　　　　　基本財産受取利息

　　　　　特定資産運用益

Ⅳ 正 味 財 産 増 減 計 算 書 内 訳 表

平成３１年４月１日から令和２年３月３１日まで

科　　　　　目
収益事業等会計

法人会計
内部取引等

消去
合計

　　　　　　受託事業収益

　　　　　受取補助金等

　　　　　　受取助成金

　　　　　雑収益

　　　　　事業収益

　　　　　　受益者負担収益

　　　　　　友の会会費収益

　　　　　　図録等販売収益

　　　　　　販売手数料収益

　　　　　　指定管理事業収益

　　　　　受取寄付金

　　　　　　受取寄付金振替額

　　　　　　写真使用料収益

　　　　　　受取市補助金

　　　　　　臨時雇賃金

　　　　　　退職給付費用

　　　　　　福利厚生費

　　　　　　会議費

　　　　　　旅費交通費

　　　　　　通信運搬費

　　　　　　雑収益

経常収益計

  （２） 経常費用

　　　　　事業費

　　　　　　役員等報酬

　　　　　　給料手当

　　　　　　賞与引当金繰入額

　　　　　　光熱水料費

　　　　　　賃借料

　　　　　　保険料

　　　　　　手数料

　　　　　　報償費

　　　　　　諸謝金

　　　　　　減価償却費

　　　　　　消耗什器備品費

　　　　　　消耗品費

　　　　　　修繕費

　　　　　　印刷製本費

　　　　　　燃料費

　　　　　　租税公課

　　　　　　支払負担金

　　　　　　支払助成金

　　　　　　委託費

　　　　　　雑費

　　　　　　広告宣伝費

　　　　　　広告料収益

　　　　　　受取利息
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公益目的事業会計

公１ 収１ 収２ 小計

△ 5,854 △ 5,854

△ 1,179,838 △ 201,299 △ 1,381,137

△ 2,401,216 △ 1,307,341 △ 3,708,557

△ 2,401,216 △ 1,307,341 △ 3,708,557

△ 1,088,967 △ 1,088,967

収益事業等会計
法人会計

内部取引等
消去

合計

　　　　　管理費

　　　　　　役員等報酬

科　　　　　目

　　　　　　通信運搬費

　　　　　　消耗品費

　　　　　　修繕費

　　　　　　賃借料

　　　　　　手数料

　　　　　　諸謝金

　　　　　　給料手当

　　　　　　退職給付費用

　　　　　　福利厚生費

　　　　　　会議費

　　　　　　賞与引当金繰入額

　　　　　　臨時雇賃金

　　　　　　消耗什器備品費

　　　　　　印刷製本費

　　　　　　旅費交通費

　　　　　　交際費

　　　　　　燃料費

　　　　　　保険料

　　　一般正味財産への振替額

　当期指定正味財産増減額

　　　　　　租税公課

　　　　　　支払負担金

　　　　　　委託費

経常費用計

　評価損益等調整前当期経常増減額

　評価損益等計

　　　　　退職給付引当金戻入益

　　　　　　退職給付引当金戻入益

　　　　　特別損失

　　　　　　特別損失

　他会計振替前当期一般正味財産増減額

　指定正味財産期首残高

　指定正味財産期末残高

Ⅲ　正味財産期末残高

　法人税、住民税及び事業税

　税引前当期一般正味財産増減額

　　基本財産運用益

　　　基本財産受取利息

　　特定資産運用益

　　　特定資産受取利息

　　一般正味財産への振替額

　一般正味財産期首残高

　一般正味財産期末残高

Ⅱ　指定正味財産増減の部

経常外費用計

　当期経常外増減額

　他会計振替額

　当期一般正味財産増減額

　当期経常増減額

　２．経常外増減の部

  （１） 経常外収益

経常外収益計

  （２） 経常外費用
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Ⅴ 財 務 諸 表 に 対 す る 注 記

１．継続事業の前提に関する注記

継続事業の前提に重要な疑義を抱かせる事象又は状況はない。

２．重要な会計方針

有価証券の評価基準及び評価方法

満期保有の有価証券

総平均法による取得原価法によっている。ただし、債券金額より高い価額又は低い価額で取得し

ている場合で当該差額が金利の調整と認められるものは、償却原価法（定額法）によっている。

固定資産の減価償却の方法

海音寺潮五郎著作権及び什器備品は、定額法によっている。

リース取引の処理方法

全てのリース取引がオペレーティングリース取引であるため、賃貸借取引に係る会計処理によって

いる。また、リース契約１件当たりのリース料総額が 万円以下で、事業内容に照らして重要性が

乏しいリース取引であるため、未経過リース料の注記は行っていない。

引当金の計上基準

賞与引当金

職員に対する賞与の支給に備えるため、支給見込額のうち当期に帰属する額を計上している。

退職給付引当金

職員の退職給付に備えるため、当期末における退職給付債務に基づき、当期末において発生して

いると認められる額を基に計上している。

なお、退職給付に係る期末自己都合要支給額を退職給付債務とし、当該債務から中小企業退職金

共済給付額を除いた金額を基に退職給付引当金を計上している。

消費税等の会計処理

消費税等の会計処理は、税込方式によっている。

３．会計方針の変更

該当なし
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４．基本財産及び特定資産の増減額及びその残高

基本財産及び特定資産の財源等の内訳は、次のとおりである。

（単位：円）

科 目 前期末残高 当期増加額 当期減少額 当期末残高

基本財産

定期預金

投資有価証券

小 計

特定資産

退職給付引当資産

財政調整積立資産

海音寺潮五郎記念資産

海音寺潮五郎著作権

小 計

合 計

５．基本財産及び特定資産の財源等の内訳

基本財産及び特定資産の財源等の内訳は、次のとおりである。

（単位：円）

科 目 当期末残高
（うち指定正味財産

からの充当額）

（うち一般正味財産

からの充当額）
（うち負債に対応する額）

基本財産

定期預金 ―

投資有価証券 ―

小 計 ―

特定資産

退職給付引当資産 ― ―

財政調整積立資産 ―

海音寺潮五郎記念資産 ―

海音寺潮五郎著作権 ―

小 計

合 計

６．担保に供している資産

該当なし

７．固定資産の取得価格、減価償却累計額及び当期末残高

該当なし
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８．債権の債権金額、貸倒引当金の当期末残高及び当該債権の当期末残高

債権の債権金額、貸倒引当金の当期末残高及び当該債権の当期末残高は、次のとおりである。

（単位：円）

科 目 債権金額
貸倒引当金の

債権の当期末残高
当期末残高

未収金

合 計

９．保証債務（債務保証を主たる目的事業としている場合を除く。）等の偶発債務

該当なし

．満期保有目的の債権の内訳並びに帳簿価額、時価及び評価損益

満期保有目的の債権の内訳並びに帳簿価額、時価及び評価損益は、次のとおりである。

（単位：円）

科 目 帳簿価額 時価 評価損益

２０年国債（基本財産）

３０年国債（特定資産－海音寺潮五郎記念資産）

合 計

（注）時価は取扱証券会社から提供された時価情報で算定している。

．補助金等の内訳並びに交付者、当期の増減額及び残高

補助金等の内訳並びに交付者、当期の増減額及び残高は、次のとおりである。

（単位：円）

補助金等の名称 交付者 前期末残高 当期増加額 当期減少額 当期末残高
貸借対照表上

の記載区分

補助金

自主文化事業に係る補助金 鹿児島市 ―

合 計

．基金及び代替基金の増減額及びその残高

該当なし
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．指定正味財産から一般正味財産への振替額の内訳

指定正味財産から一般正味財産への振替額の内訳は、次のとおりである。

（単位：円）

内 容 金 額

経常収益の振替額

基本財産受取利息計上による振替額

特定資産受取利息計上による振替額

特定資産当期分減価償却費計上による振替額

合 計

．関連当事者との取引の内容

該当なし

．重要な後発事象

該当なし

．その他

退職給付関係

① 採用している退職給付制度の概要

確定給付型の制度として退職一時金制度を設けている。なお、退職一時金の支給に当たっては、

一部が中小企業退職金共済制度から給付される。

② 退職給付債務及びその内訳

（単位：円）

ⅰ退職給付債務 △

ⅱ中小企業退職金共済給付額

ⅲ退職給付引当金（ⅰ＋ⅱ） △

③ 退職給付費用に関する事項

（単位：円）

ⅰ勤務費用

ⅱ当期中小企業退職金共済給付増加額 △

ⅲ退職給付引当金戻入益

ⅳ退職給付の支払額

ⅴ退職給付費用（ⅰ＋ⅱ＋ⅲ＋ⅳ）

※退職給付費用内訳 事業費 円 管理費 円

④ 退職給付債務等の計算の基礎に関する事項

退職給付債務の計算に当たっては、退職一時金制度に基づく期末自己都合要支給額を基礎として

計算している。
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Ⅵ 附 属 明 細 書

１．基本財産及び特定資産の明細

基本財産及び特定資産の明細は、財務諸表の注記に記載している。

２．引当金の明細

（単位：円）

科 目 期首残高 当期増加額
当期減少額 期末残高

目的使用 その他

賞与引当金

退職給付引当金
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（単位：円）

場所・物量等 使用目的等 金額

（流動資産）

現金預金 手元保管 キャッシュレス決済購入チケット代金払戻資金

手元保管 物品販売等売上金及びチケット代金払戻資金

各施設 釣銭両替用現金

普通預金

　鹿児島銀行本店（決済用） 運転資金

　鹿児島銀行本店 運転資金

　南日本銀行本店 運転資金

　南日本銀行与次郎ヶ浜支店 運転資金

　鹿児島銀行本店 運転資金

　鹿児島信用金庫谷山支店 運転資金

　鹿児島銀行本店 運転資金

　鹿児島銀行本店 運転資金

定期預金

　鹿児島信用金庫本店 運転資金

〈現金預金　計〉

未収金 ＦＶジャパン（株） 飲料自動販売機に係る未収入金

鹿児島ヤクルト販売（株） 飲料自動販売機に係る未収入金

コカ・コーラボトラーズジャパン（株） 飲料自動販売機に係る未収入金

ワールドサンフーズ（株） 飲料自動販売機に係る未収入金

燦燦舎 書籍委託販売に係る未収入金

（株）南方新社 書籍委託販売に係る未収入金

高城書房 書籍委託販売に係る未収入金

（株）Misumiﾌﾞｯｸｽﾐｽﾐ 書籍等委託販売に係る未収入金

（株）南日本新聞開発センター 書籍委託販売に係る未収入金

黒田正己 書籍等委託販売に係る未収入金

教材のたまり 科学関連商品委託販売に係る未収入金

（株）文藝春秋 著作権料及び写真使用料に係る未収入金

（株）新潮社 向田邦子写真使用料に係る未収入金

（株）ビーエスフジ 向田邦子写真使用料に係る未収入金

（株）山形屋 自主文化事業チケット払戻未済額

（株）十字屋 自主文化事業チケット払戻未済額

ぴあ（株） 自主文化事業チケット払戻未済額

鹿児島音楽文化協会 チケット委託販売に係る未収入金

KTS鹿児島テレビ企画事業部 チケット委託販売に係る未収入金

GAKUONNユニティ・フェイス チケット委託販売に係る未収入金

（株）鈴木企画 チケット委託販売に係る未収入金

キョードー西日本 チケット委託販売に係る未収入金

鹿児島市交通局 乗車券委託販売に係る未収入金

鹿児島市立少年合唱隊隊員 指導受講料未収入金

PayPay（株） キャッシュレス決済サービスによる売上額

九州電力（株） 市民文化ホール電気料金過剰請求額の返還

消費税 欠損発生事業の確定申告還付税額であり、

他事業の納付税額と相殺するもの

〈未収金　計〉

Ⅶ 財 産 目 録

令和２年３月３１日現在

貸借対照表科目
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場所・物量等 使用目的等 金額

前払金 損害保険ジャパン日本興亜（株） 保険料支払いに係る前払金

〈前払金　計〉

立替金 職員に係るもの 雇用保険料被保険者負担分

〈立替金　計〉

仮払金 鹿児島北年金事務所
育児休業期間免除予定職員の健康保険料
額等

〈仮払金　計〉

　流動資産合計

（固定資産）

　基本財産

定期預金 鹿児島銀行本店 法人保有の基本財産のうち、債券の額面

と帳簿価格との差額の定期預金預入額で

あり、運用益を管理費の財源として使用

している。

投資有価証券 第６１回利付国債（２０年） 法人保有の基本財産であり、満期保有目

的で保有し、運用益を管理費の財源とし

て使用している。

〈基本財産　計〉

　特定資産

退職給付引当資産 普通預金 職員の退職金支払いの財源として積み立

　鹿児島銀行本店 てている。

財政調整積立資産 定期預金 法人保有財産であり、公益目的事業を含

　九州労働金庫鹿児島支店 むすべての事業の安全な財政運営を計る

　鹿児島信用金庫本店 ために積み立てている資産である。

海音寺潮五郎記念資産 第１０回利付国債（３０年） 海音寺潮五郎を顕彰し文学の振興を図る

事業費への充当を指定して寄付を受けた

資産である。公益目的保有財産であり、

満期保有目的で保有し、運用益を当該事

業の財源として使用している。

定期預金 海音寺潮五郎記念資産のうち、債券の額

　鹿児島銀行本店 面と帳簿価格との差額の定期預金預入額

である。公益目的保有財産であり、運用

益を、海音寺潮五郎を顕彰し文学を振興

する事業の財源として使用している。

普通預金 海音寺潮五郎記念資産のうち、海音寺

　鹿児島銀行本店 潮五郎を顕彰する事業から生じた剰余金

を編入したものの普通預金預入額である。

公益目的保有財産であり、海音寺潮五郎

を顕彰し文学を振興する事業に用いる。

海音寺潮五郎著作権 著作権 海音寺潮五郎を顕彰し文学の振興を図る

　取得価額 事業費への充当を指定して寄付を受けた

　減価償却累計額 著作権である。公益目的保有財産であり、 △ 46,008,884

使用料収入を当該事業の財源として使用

している。

〈特定資産　計〉

　固定資産合計

　　資産合計

貸借対照表科目
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場所・物量等 使用目的等 金額

（流動負債）

未払金 ＮＴＴ西日本電信電話（株） 電話及び公衆電話通話料の未払い

ＫＤＤＩ（株） 電話通話料の未払い

日本郵便（株） 後納郵便利用料金の未払い

ヤマト運輸（株） 荷物運搬費の未払い

池田屋　真砂店 消耗品購入費の未払い

（株）おおくぼ 消耗品購入費の未払い

教材のたまり 消耗品購入費の未払い

（株）しんぷく 消耗品購入費の未払い

（株）セキュリティサービス 消耗品購入費の未払い

（株）ニシムタ 消耗品購入費の未払い

（株）はやま文具 消耗品購入費の未払い

（有）ひろみつ文具 消耗品購入費の未払い

南国コミュニケーションズ（株）　 消耗品購入費の未払い

（有）文誠堂 消耗品購入費の未払い

（株）円商事 消耗品購入費の未払い

丸三（株） 消耗品購入費の未払い

（株）馬場電機 消耗品購入費の未払い

名神工業（株） 消耗品購入費の未払い

エディオン鹿児島法人営業部 消耗品購入費の未払い

（株）ユニティ 消耗品購入費の未払い

 鹿児島測機（株） 消耗品購入費の未払い

（株）Misumiﾌﾞｯｸｽﾐｽﾐ外商課 書籍購入費の未払い

第一法規（株） 書籍購入費の未払い

朝日新聞鹿児島販売（株） 新聞購読料の未払い

（有）弘文社 新聞購読料の未払い

南日本新聞販売（株） 新聞購読料の未払い

（有）南日本新聞下荒田販売所 新聞購読料の未払い

（有）南日本新聞南谷山販売所 新聞購読料の未払い

読売センター南鹿児島・谷山東 新聞購読料の未払い

（株）九州日立鹿児島支社 空調設備機器修繕費等の未払い

（有）なかむら巧芸 建物及び備品修繕費の未払い

（株）アジア印刷 チラシ印刷代の未払い

（有）クリア チラシ印刷代の未払い

南日本出版（株） 封筒印刷代の未払い

（株）あすなろ印刷 冊子印刷代の未払い

濱島印刷（株） ポスター印刷代の未払い

協業組合ユニカラー リーフレット印刷代の未払い

相光石油（株） 公用車ガソリン代の未払い

増田石油（株） 公用車ガソリン代の未払い

（株）Misumi 公用車ガソリン代の未払い

鹿児島市水道局 水道料金の未払い

ＮＥＣｷｬﾋﾟﾀﾙｿﾘｭｰｼｮﾝ（株） 電子計算機器及びソフト賃貸借料の未払い

ＮＴＴファイナンス（株） インターネット回線利用料等の未払い

（株）南和産業 清掃業務委託料の未払い

（株）美創産業 清掃業務委託料の未払い

近代産業（株） 清掃業務委託料の未払い

貸借対照表科目
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場所・物量等 使用目的等 金額

未払金 全国警備保障（株） 機械警備業務委託料の未払い

（株）全日警 機械警備業務委託料の未払い

大成ビルサービス（株） 設備管理業務委託料等の未払い

（株）ビルメン鹿児島 設備管理業務委託料等の未払い

（株）芙蓉商事 設備管理業務委託料等の未払い

（株）荒川 産業廃棄物処理業委託料の未払い

インタージャム（株） 文学資料レプリカ製作業務委託料の未払い

旭工業（株） ウォータークーラー、ポンプ修繕費の未払い

文化シャッターサービス（株） 防炎垂れ壁修理費の未払い

（株）ＭＢＣサンステージ 舞台管理業務委託料等の未払い

ケーケービーオペレーション（株） TVCM放映料の未払い

（株）鹿児島銀行 かぎんFB-webサービス使用料の未払い

（有）鹿児島子どものとも社 書籍購入費の未払い

（公財）鹿児島県薬剤師会 試験センター 簡易専用水道検査料の未払い

鹿児島中央地下駐車場（株） 掲示板広告掲出料の未払い

（株）川崎植木 植木鉢賃貸借料の未払い

（有）キャロットスペース パソコン等保守業務委託料等の未払い

（一財）九州電気保安協会 自家用電気工作物保守業務委託料の未払い

鹿児島支部

九州電力（株） 電気料金の未払い

（株）キョウエイアドインターナショナル ガイドマップ広告掲載料の未払い

福岡支社

（株）ハダ工芸社　 鹿児島市計量検査ﾋﾞﾙ屋上看板撤去委託料

（株）前田造園　 植栽管理業務委託料等の未払い

（株）五藤光学研究所 プラネタリウム設備保守点検業務委託料の未払い

（株）サニタリー 一般廃棄物収集運搬業務委託料の未払い

（株）サンプラスワン 警備業務委託料の未払い

（株）十字屋 ピアノ調律及び保守業務委託料の未払い

（株）トヨタレンタリース鹿児島 公用車及びレンタカー賃貸借料の未払い

南九イリョー（株） クリーニング料の未払い

（有）西山巧芸社 看板等修繕費の未払い

（株）デジタル・アンド・ ドームシネマ案内表示、展示物製作費の未払い

デザイン・ピクチャーズ

（有）ニッセイ鹿児島 玄関マット等賃貸借料の未払い

（一社）日本音楽著作権協会 音楽著作物使用料の未払い

九州支部

（株）丹青社 展示設備保守等業務委託料の未払い

ノムラテクノ（株） 展示物等保守点検業務委託料の未払い

パステムソリューションズ（株） バックアップ構築業務委託料の未払い

三輝開発工業（株） 職員駐車場ポール修繕費の未払い

（株）フジヤマ 空調設備等保守点検業務委託料の未払い　

（株）ホテル中原別荘 会議室賃借料の未払い

扶桑電機工業（株） 自動ドア保守点検業務委託料の未払い

（有）渕上事務器 複写機賃貸借料等の未払い

三菱電機ﾋﾞﾙﾃｸﾉｻｰﾋﾞｽ（株） 昇降機保守点検業務委託料の未払い

（株）南日本情報処理センター パソコン賃貸借料等の未払い

鹿児島リース（株）　 パソコン賃借料の未払い

貸借対照表科目
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場所・物量等 使用目的等 金額

未払金 （株）門電 電照広告掲出料金の未払い

（株）旭プラネット　 交通局電車中央額面掲示掲出料の未払い

（有）コプロ 傷害保険料の未払い

山形屋商事（株） 切手購入費の未払い

（株）イドム チラシ封入封緘業務委託料の未払い

（株）山形屋 自主文化事業チケット販売手数料の未払い

鹿児島音楽文化協会 自主文化事業チケット販売手数料の未払い

（株）コープサービス 自主文化事業チケット販売手数料の未払い

（公財）九州交響楽団 自主文化事業チケット販売手数料の未払い

（福）鹿児島県社会福祉協議会 自主文化事業チケット販売手数料の未払い

（株）ローソンエンターテインメント 自主文化事業チケット販売手数料の未払い

（株）イープラス 自主文化事業チケット販売手数料の未払い

ぴあ（株） 自主文化事業チケット販売手数料の未払い

近代文学館・メルヘン館ボランティア 交通費等の支払い

鹿児島市立少年合唱隊指導及び伴奏者 合唱隊指導及びワークショップ謝金の未払い

鹿児島市立少年合唱隊指導者 合唱隊指導及びワークショップ謝金の未払い

鹿児島市立少年合唱隊伴奏者 合唱隊指導及びワークショップ謝金の未払い

（株）富士通マーケティング 構内電話設備等保守業務委託料の未払い

九州支社鹿児島支店

（有）谷通 構内電話設備等保守業務委託料の未払い

竹添デザイン室 デザイン使用料の未払い

デザイン業務委託料の未払い

（株）フォーエバー ホームページ更新業務委託料の未払い

紫原林医院・林鍼灸療院 定期演奏会プログラム協賛広告料返金の未払い

（同）ヒューマンサポートcolors 定期演奏会プログラム協賛広告料返金の未払い

自主文化事業チケット購入者 公演中止によるチケット払戻額の未払い

鹿児島市立少年合唱隊隊員 練習中止及び退団に伴う月謝返金額の未払い

鹿児島市母子寡婦福祉会　 友の会クーポン利用料補填額の未払い

鹿児島市 協定等に基づく精算返還額等の未払い

鹿児島北年金事務所 社会保険料事業主負担分の未払い

臨時職員に係るもの 臨時職員賃金の未払い

職員に係るもの 職員手当の未払い

消費税 確定申告納付税額の未払い

〈未払金　計〉

前受金 鹿児島市立少年合唱隊隊員 令和２年度４月分月謝受領額

（前受金　計）

預り金 プレイガイド 委託販売チケットの売上金

郷土の図書売上金 委託販売図書の売上金

グッズ販売売上金 委託販売商品の売上金

健康保険料 健康保険料被保険者負担分

介護保険料 介護保険料被保険者負担分

厚生年金保険料 厚生年金保険料被保険者負担分

雇用保険料 雇用保険料被保険者負担分

所得税 職員等からの源泉徴収税額

住民税 職員からの住民税特別徴収税額

よかセンター会費 育児休業職員からの福利厚生目的制度加入会費徴収額

〈預り金　計〉

貸借対照表科目
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場所・物量等 使用目的等 金額

賞与引当金 職員に係るもの 職員に対する賞与の支給に備えたもの

〈賞与引当金　計〉

未払法人税等 市県民税 確定申告納付税額の未払い

〈未払法人税等　計〉

　流動負債合計

（固定負債）

退職給付引当金 職員に係るもの 職員に対する退職金の支給に備えたもの

〈退職給付引当金　計〉

　固定負債合計

　　負債合計

　　正味財産

貸借対照表科目
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（単位：円）

予算額 決算額 差　異 備　考

△ 341 基本財産の運用に係る収入

基本財産利息収入 △ 341

特定資産の運用に係る収入

特定資産利息収入 海音寺潮五郎記念資産等の運用に係る収入

特定資産著作権使用料収入 海音寺潮五郎著作権の使用料に係る収入

各施設の事業に係る収入

受益者負担収入

友の会会費収入

図録等販売収入

販売手数料収入 △ 1,092,301

写真使用料収入 △ 338,680

広告料収入

指定管理事業収入

受託事業収入

補助金及び助成金収入

市補助金収入

△ 1,523,028 預金利息等収入

受取利息収入 △ 300

雑収入 △ 1,522,728

各施設の事業に係る支出

役員等報酬支出

給料手当支出

臨時雇賃金支出

福利厚生費支出

会議費支出

旅費交通費支出

通信運搬費支出

消耗什器備品費支出

消耗品費支出

修繕費支出

印刷製本費支出

燃料費支出

光熱水料費支出

賃借料支出

保険料支出

手数料支出

報償費支出

諸謝金支出

租税公課支出

支払負担金支出

支払助成金支出

委託費支出

広告宣伝費支出

雑支出

事業費支出

基本財産運用収入

《参考》令和元年度 公益財団法人かごしま教育文化振興財団 収支計算書

平成３１年４月１日から令和２年３月３１日まで

科　　　　　目

Ⅰ 事業活動収支の部

１．事業活動収入

特定資産運用収入

事業収入

補助金等収入

雑収入

事業活動収入計

２．事業活動支出
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予算額 決算額 差　異 備　考

法人の運営に係る支出

役員等報酬支出

給料手当支出

臨時雇賃金支出

福利厚生費支出

会議費支出

旅費交通費支出

交際費支出

通信運搬費支出

消耗什器備品費支出

消耗品費支出

修繕費支出

印刷製本費支出

燃料費支出

賃借料支出

保険料支出

手数料支出

諸謝金支出

租税公課支出

支払負担金支出

委託費支出

臨時的に発生した損失

特別損失支出

△ 4,618,000 △ 25,322,746

△ 71,000 △ 71,000

△ 4,689,000 △ 25,322,746

特定資産の積み立てに係る支出

退職給付引当資産取得支出 退職給付引当資産の積み立てに係る支出

財政調整積立資産取得支出 財政調整積立資産の積み立てに係る支出

△ 4,900,000 △ 2,877,722 △ 2,022,278

△ 9,589,000 △ 27,345,024

△ 616

△ 27,345,640

事業活動収支差額

法人税等の支払額

科　　　　　目

管理費支出

事業活動支出計

小計

特別損失支出

Ⅱ 投資活動収支の部

１．投資活動収入

投資活動収入計

２．投資活動支出

特定資産取得支出

投資活動支出計

投資活動収支差額

当期収支差額

前期繰越収支差額

次期繰越収支差額
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